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眼鏡上司に愛されて偽婚約者はじめます！









［著］柿本悠理

［イラスト］月ヶ瀬ゆりの
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　特別応接室。そこは名前の通り特別な来客のための専用応接室で、一般的な平社員には本来無縁の場所だ。

　他社の役員や、ＣＭプロモーションの打ち合わせを行う芸能人、政財界の関係者、そういった人たちが一時的に待機するために使用される貴賓室。社内でも限られた人間しか立ち入る許可が下りない、特別な場所だ。

　丸の内本社ビルの最上階に置かれた部屋の窓からは、昼間ならばターミナルから続く長い線路や都会に緑を添える公園、そして数多の有名企業のビル軍が一望できる。

　現在時刻は午後八時、オフィスは夜に包まれ、目に映る夜景は今夜も美しく煌めいている。

　こんな状況でなければ向井むかい彩乃あやのは、うっとりとその景色に心を奪われていたことだろう。

　けれど、今はその眩い景色も、ふかふかの大きな黒革のソファも、部屋を彩る絢爛豪華な調度品の数々も、ひとつも頭に入って来ない。

　その目はただひたすら、テーブルの上に乗せられた一枚のコピー用紙に注がれている。

『希望。衣食住を保証してくれる人。身長は特に気にしません。健康に気を使っているタイプだと尚良。子供は応相談。結婚相手急募』

　改めて見ると、なんて可愛げのない文章なのだろう。仮にも結婚したい相手の条件を書くなら、もっとわかりやすい職業や年収の好みを記載した方が良かったのではないだろうか。

　自分の願望をこんな形で他人に突きつけられていると、いっそ穴を掘って埋まりたいような気持ちになってくる。

「それで、これはきみが書いたもので間違いないかな？」

　かつらぎ文具商品企画部課長、志水しみず春馬はるまが、険しい表情を浮かべる度に室内の温度が二度ずつ下がっていくような気がした。

　シルバーフレームの眼鏡の向こうから、細い瞳がじっとこちらを見据えている。

　穏やかな声色で尋ねられると、絶対にこの質問に答えなくてはいけないという気持ちにさせられた。

「はい、間違いありません」

　消えそうな声で返事をすると、志水課長は眉間の皺を更に深くする。

　すっきりと通った鼻筋、切れ長の瞳。まつげは長く、肌も綺麗だ。骨ばった手の甲の関節や、僅かに血管が浮いた手首がシャツの袖から見える度に、どことなく色気のようなものを感じてしまう。

　こんな状況でなければ、見惚れてしまうほどの美形上司を前に彩乃はただ申し訳なさと後悔と反省でいっぱいになっていた。

（もう、いっそ殺して……）

　就業後のこの特別応接室に、他部署のエースと呼ばれる志水課長と、顔を突き合わせているのには、もちろん理由があった。






　午前十時。出勤途中に買って来た抹茶ラテを、営業部のデスクに置いて息をついた。

　憧れだった大手文具メーカー、かつらぎ文具に入社して三年。

　慣れないながらも仕事は順調。大学時代から付き合っていた彼氏とも関係は良好。

　次は結婚かななんて、華やいだ気持ちの彩乃の社内メールのアドレスに、一通のメールが届けられた。

『ごめん。好きな人ができた。別れよう』

　最初は間違いメールかなと思った。思いたかった。

　けれど、送信者のアドレスはどこからどう見ても恋人からのもので、返信を打とうにも既にブロックされた状態でメッセージは届かなくなっていた。電話ももちろん繋がらない。

　突然やって来た別れの知らせに頭の中が真っ白になり、次に怒りがわいてきた。

　仮にも嘘でも結婚できたらいいねなんて言葉を交わし合ったいい大人が、こんな一方的に不躾に別れを切り出すなんて認めたくなかった。

　しかし、この態度から彼がもう戻らないということは明白で、呆然とスマホの画面に目を落としていた彩乃の目に飛び込んで来たのは、メッセージアプリの端に浮かんでいた婚活サイトの宣伝広告だった。

　やけくその勢いを借りて婚活サイトにアクセス。失恋五分で好みの希望などをメールで打ちつけ送るところまでこぎつけた。

　走り出したら止まらない。それが、長所であり短所だと自負している。

　あのまま無事会員登録を終えていれば、今頃新たな男性との出会いを享受できていたかもしれない。

　あの時、営業部の上司に呼ばれ慌ててメールを送信してしまったことを、今は激しく後悔している。

　偶然にも仲介会社のアドレスと、社内用に登録してあった志水課長のアドレスの出だしが似ていたため、メールの予測変換機能で表示されていた課長のアドレスが、宛先に入っていることに気づかなかった。

　結果、やけっぱちの婚活メールは、志水課長のメールボックスへと送信されてしまったのだった。






　冷静沈着、穏やかな物腰に整った顔立ち。スーツのセンスも悪くない商品企画部のエースと言えば、社内でも知らない者はいなかった。

　最年少で課長まで上り詰めた志水春馬の噂は、嘘か本当かわからないものを含めると両手では足りないほど漏れ聞こえてきている。

　難しい新企画も、志水課長が顔を出せば必ず成功する。志水課長が新人時代に企画した商品が爆発ヒットしたおかげで今の本社が東京の一等地に建てられることになった、その甘いマスクで泣いた女は数知れず、仕事に厳しく同じプロジェクトでミスすると島流しに遭う等。

　鬼のように美しく、鬼のように優しく、鬼のように仕事に厳しい。そんな完璧三種の神器を兼ね備えた鬼の課長。誰が呼び始めたのか、そんなあだ名を他部署の彩乃の耳にまで轟かせる実績とスター性が、志水課長には常に付きまとっていた。

（確かに、こうして改めて対面してみると女性社員が騒ぐのもなんとなくわかる……大人の男の完成形って、こんな感じなのかな……）

　そんな美形に、自分の婚活メールを見られてしまった心境たるや、穴に埋まりたいどころの騒ぎではない。

　やはり、これだけの場所に呼び出されたのだから、それ相応の話なのだ。

　彩乃は観念したように、その場で深く頭を下げた。

「これは間違いメールです。志水課長に送るメールではありませんでした。しかし、業務時間内に、私用メールをしてしまったのは事実です。本当に申し訳ありません」

　近頃業務時間内のＳＮＳの使用について厳しく注意が下りたばかりだ。メールとは言え、インターネットの私用は厳重に注意される事案である。

　反省文、減俸、謹慎処分、懲戒解雇。

　行き過ぎとも思える最悪の事態が、ぐるぐると頭の中を駆け巡っていく。

「何か、勘違いしているんじゃないかな？」

「勘違い……？」

　顔を上げると、目を細めて微笑む志水課長が、向かいのソファからゆっくりと立ち上がった。高そうな革靴が一歩一歩、こちらへ近づいて来る。

「向井彩乃……さん」

　首から下げていた社員証の紐を引き、顔を近づけながら志水課長は彩乃の名前を呼んだ。

「は、い……」

　近くで見ると、すらりと背が高くて、ほんのりと柑橘系コロンのいい香りがする。

　社内のスターに見下ろされていると、どこを見ていたらいいのかわからなくなってしまう。

　すぐ目の前で突然、志水課長は膝をついて腰を落とした。

「志水課長？」

　美しい男性が、跪いて微笑んでいる。ガラスの靴を運んで来た王子様のように、優しく穏やかな瞳の志水課長が、じっとこちらを見上げた。

　そして。

「この条件を呑みます。俺の婚約者になって下さい」

　人は、驚くと呼吸をすることも忘れてしまうらしい。

　目の前の課長は、真顔で、今世紀最大級に理解不能なとんでもない言葉を口にした。

「へぁ？」

　あまりのことに、返事がまともな発音にならない。

　間の抜けた言葉を軽くかわすように、志水課長は隣に腰を下ろすとクリアファイルを取り出した。

「こちらが簡易的な契約書です。内容は互いの生活上のルール、支給される給与の金額、休日に関する要綱、参考資料として私のプロフィールも作成しておきました。目を通して内容に問題がなければ契約書二部にサインと印鑑を。一冊は私が、もう一冊は向井さんが保管しておく形になります」

「ちょっと、待っていただけますか？　向井課長？」

「なんでしょう？」

　それはこちらの科白セリフである。

　まるで仕事の契約説明をするみたいに、向井課長は淡々と説明をし始めた。

　クリアファイルから出て来たのは、白い小冊子に履歴書のようなものが一枚。おまけに、薄い紙に印刷された茶色の文字。どうやら、本物の婚姻届らしきものまで用意されている。

　何かの資料のつもりなのだろうかと思ったが、この際そんなことはどうでも良かった。

「あの、初歩的な質問なのですが、向井課長は結婚をお望みなんですか？」

「はい……と言うと、語弊がありますね。正確には、配偶者としてふるまって下さる方を見つけたいと思っています。実際に籍を入れるわけではありません」

「籍を入れずに、配偶者としてふるまう？」

　質問してみたものの、返ってきた答えは更に疑問を生むような、意味不明な文言だった。

　置き去りにされているような気持ちだが、志水課長の言葉は続く。

「長年付き合った恋人で、お互い気が合い結婚を決めた。そんな風にふるまって下さる方を、私はどうしても見つけなければならないんです」

「はあ……」

　配偶者を見つけなければならない事情とは、一体どういうものなのだろう。

　いかにも真面目そうで常識が服を着て歩いているというようなタイプの志水課長が、これほどまでに非常識なことを口にするのだ。何か、並々ならぬよほどのことがあるのかもしれない。

「つまり、これは……」

　表向きは結婚しているようにふるまう。つまりは、嘘の結婚。

　なんだか後ろめたさの残る言葉の響きに、志水課長も困ったような顔で微笑んだ。

「偽装結婚です」

　嘘や悪い冗談を言っていると思えない口ぶりで、志水課長は頷いた。

「偽装結婚……」

「先程も説明しました通り、実際に籍を入れるわけではありません。今後、向井さんに結婚したい相手ができた場合は、この契約は速やかに解除されます。ただ、最低でも一年、私と事実上夫婦であったという実績を作っていただきたいんです」

「籍を入れない結婚ってことですか？　それは具体的に、何をすればいいんでしょうか？」

「同じ場所に住み、住民票を移す。姓に関しては夫婦別姓というのも今時珍しくはないでしょう。そこは向井さんの好みに合わせます」

　あまりにも滑らかな解説に、一瞬納得してしまいそうになった。

（いやいや、でもいくらなんでもドラマじゃないんだから、偽装結婚なんて簡単には……）

　考え込んでいると、志水課長が例のクリアファイルから、細かな数字の並んだコピー用紙を取り出した。

　次の紙の一番上には、予算案という文言が並んでいる。

「ひとまず、着手金として三百万。年間六百万の報酬をお約束します」

「六百万!?」

　それは、今の年収よりも高い数字だった。

「各諸経費は別途支給、これは向井さんが言うところの衣食住の問題ですね。それ以外に、六百を毎年報酬として支払おうと思っています。一年ごとに更新で、賞与などもその都度前向きに検討していきたいと思っています。もし、向井さんが偽装結婚を解消したい事案が発生した場合も、新しい住居の支援は積極的にさせてもらおうと考えていますし、慰謝料という名目でこちらから二千万ほど用意しようかと考えています。これは、退職金のようなものだと思って下さい。また、なんらかの理由で私が契約中に死亡した場合の保険金の受取人として、向井さんの名前を記載した書類を作成する予定です。こちらは概算ですが、恐らく二億円ほどの金額になるかと思われます」

「に、おく、えん……」

　次々に並べられる金額に、頭の中の計算機が破裂しそうだ。

　どうやら、志水課長は本気らしい。本気で、この偽装結婚を成立させるために必要な金額、予算案を提示しているらしい。

（彼氏にふられてやけになってただけで、別に私、今すぐ結婚したいわけじゃ……でも、条件が良すぎて魅力がすごい……！）

　きっかけは失恋と勢いだった。けれど、この先本当に婚活サイトに登録して、お見合いをして、いい人に出会って、結婚の準備をしてという流れを考えると、気が遠くなるほどの時間がかかるのは明白だ。

　二十五歳。この厳しい婚活戦争の時代、失恋したての独身会社員。考えてみれば、これはもしかして大変有り難い申し出なのではないだろうか。

（一年間偽装結婚の実績を作れば、あとは私に好きな人ができた場合もすぐに解消してくれるみたいだし、結婚シミュレートと考えれば給与が保証される分かなり理想的なケース？　しかも経費……衣食住は別途支払いみたいだし、それに相手は志水課長……）

　今までこれといって接点がなかったけれど、こんな素敵な男性にここまで真剣に（偽装結婚ではあるけれど）求婚されるなんて、この先の人生においてあるだろうか。

「やります」

　次の書類を取り出す手が止まり、志水課長がこちらをじっと見つめた。

　すぐ隣に座っているせいで、ほんの少し体を動かすだけでやけに近くに志水課長の気配を感じてしまう。

（顔が、近い……！）

　いつもより大きく開かれた瞳に、自分の姿が映っていることが、なんだか胸をざわつかせた。

「家に持ち帰って検討しても、いいんですよ？」

「いえ、こういうのは考えてもやもやしてしまう性質なので。昔から母に言われてたんです。自分の直感を信じろって。自分が覚悟してやった行動は、後悔も少ないって」

　今までそうやって生きてきた。その思い切りのよさが、もしかすると元彼には合わないと映ったのかもしれない。

　ほんの少しだけ朝の失恋の痛みが蘇って、胸がちくちくと音をたてた。

　こんな気持ちをうじうじと抱えたまま過ごすよりも、偽装結婚でもして生活を激変させた方が精神衛生上いいかもしれない。

「ありがとうございます、向井さん。では、契約成立ですね」

「えっ？」

　突然、体がぐらりと傾いた。

「志水、課長……？」

　なぜか天井が見えた。そして、天井と自分の間に、志水課長の顔が見える。

　押し倒されているのだと理解するまでに、かなりの時間がかかった。

「何……んっ!?」

　疑問を遮るように、志水課長の唇が押し付けられる。

　オレンジのような爽やかなコロンの香りが、いきなり胸の中までいっぱいに広がって目を閉じることも忘れてしまっていた。

（私、キスしてるの……？）

　現実と理解が追いついた瞬間、耳が千切れそうなほどの熱を持つのがわかった。

　抵抗しようと腕を伸ばそうとするが、それはあっさりと志水課長の手で阻止されてしまい、ついでにしっかりとソファの上に押さえつけられてしまった。

「っ……、ん……っ」

　身動きの取れない状態で、志水課長のキスは続く。

　最初は唇が触れるだけだった。ついたり離れたりを繰り返し、食まれているというような薄い皮膚を確かめるような口づけ。

　しかし、それはすぐに激しいものに変わっていく。

　息をしようと少しだけ開いた唇を、志水課長は見逃さなかった。

「ん……っ！」

　歯列を割って、柔らかな濡れた舌が滑り込んでくる。

「課長……、待っ……んんっ！」

　声を掬うように、角度を変えて忍び込んで来る志水課長の気配に、頭の中が真っ白になった。

　オレンジの香りが濃くなって、探るように舌を伸ばされる。

　弱く、時に激しく、逃げ道を奪う口づけが、頭の芯をぼんやりと鈍らせていく。

「嫌ですか？　嫌なら、嫌と仰って下さい」

　ふいに体を起こした志水課長が、狡い言葉を口にする。

「嫌っていうか、驚きすぎて……何が起こってるのか……ンッ」

　ちゅっと音をたてながら、触れるようにキスが降って来る。

　ついばむようにすぐに離れた唇の先で、じっと志水課長がこちらの様子を伺っている。

　ここで嫌と言えば、きっと全てがなかったことになる。

　けれど、すぐに否定できるほどの理性は、甘やかな口づけを前に既にほとんど残されていなかった。

「課長……」

　小さく呼ぶ声に、今度はゆっくりと顔が近づいて来る。

（狡い、こんな優しいキス……）

　唇を優しく噛むように、志水課長はキスを繰り返していく。

　あやすような動きに、自然と頭を少しだけ持ち上げてしまう。

「向井さん。あなたは可愛い人ですね」

「ン……」

　デキる上司らしい穏やかな物言いで、志水課長は酸素を奪ってゆく。

　何度も唇を押し当てられ、舌を絡めては甘い蜜を味わうように歯列をなぞる。

　やがてその手が、社員証をぶらさげている紐をかき分け、シャツの合せ目に伸ばされていく。

（嘘、まさか……!?）

　キスの余韻を吹き飛ばす現実感に、大きく目を見開いた時には、シャツのボタンは器用におへそが見えるくらいに外されていた。

「綺麗です」

「そん、な……ひゃっ!?」

　ひんやりと冷たい指先が、鎖骨をなぞった。

　反射的に声を上げた体に、志水課長の冷たい指先がすぐに熱を与えてくる。

　下着の隙間を縫うように這い進む指先が、胸元の突起に軽く触れた。

「あっ……やっ……っ！」

「すみません。冷たいですか？」

　志水課長は困ったように手を離すと、唇をそっと胸元に寄せた。

　さっきまで冷たかった胸の先に、熱い唇が押し当てられる。

「ンンっ……！」

　突然与えられたあたたかな刺激に、思わず背中が浮いてしまう。

　背中から電流が流れたように、痛みにも似た心地良さが腰の辺りに突き刺さる。

「可愛らしい反応ですね」

「駄目、恥ずかしいです……あっ！」

　声を出そうとすると、すぐに志水課長の唇が次の刺激を与えてくる。

　冷たい掌がそっと腰を支え、ゆっくりと肌が濡れていく。

「見ないで……」

「どうして？　素敵です。向井さんは、本当に美しい人ですね。こんなに素敵な方が社内に居たなんて、今まで気がつきませんでした」

　お世辞でもそんな風に褒められたことがないので、どういう反応をすればいいのかわからない。

　そんな理性的な考えも、志水課長が少し指先を動かすだけで、すぐに霧の中に消えていく。

「そこは……っ」

　足の間に手を伸ばされ、ストッキングと一緒に下着が一気に引き抜かれる。

　ぴりりと嫌な音がして、薄い布地が伝線したのがわかったけれど、そんなことを気にしている余裕はなくなっていた。

「しーっ、静かに。完全防音ですが、誰が来るかわかりませんよ？」

「嘘……っ」

　そんな風に言われると、一瞬で冷静になってしまう。

　けれど、そんなこちらの気持ちの変化すら、志水課長にとってはこの優しい愛撫の一部だった。体を強張らせた次の瞬間、下腹部に冷たい指先が伸びて来る。くちゅりと触れた音が、生々しく耳に響いた。

「……っ!?」

　そっと触れられた脚の付根は、想像以上に潤んでいる。

（キスだけで……？　なんで、こんな……）

　不感症というわけではないけれど、ことこういう行為については、そう積極的なタイプではなかった。

　キスをして愛撫をして、丁寧に慣らしても途中でどこか冷めた気持ちになってしまって。そんなことが度々あったせいか、そもそもこういう行為自体は久しぶりだ。

　しかし、それだけでは説明できないほどに、体は熱を帯び、溢れる蜜を止めることができなくなっていた。

「大丈夫。鍵はかけてあります。さあ、もっと集中してみて下さい」

　熱い舌が胸を弄び、冷たい指先が脚の間を柔らかく刺激していく。

「はぁっ……！　んっ、それ……っ、あ……っ！」

　自分の熱で、志水課長の指先がどんどんぬくもりを増していくのがわかって、もう気持ち良さと羞恥でこのまま溶けてなくなってしまいそうだ。

　ぴちゃりぴちゃりと濡れた音が、静かな応接室にやけに大きく響いている。

（恥ずかしい……こんな……私の体、どうしちゃったの……）

　溢れるほどの蜜を垂れ流しながら、体全体が志水課長の動きひとつひとつに反応していく。

　撫でるような指も、滑るような唇も、接触した面全てに新しい神経が生まれているみたいだ。昨日までは何もなかったところに快感の細い糸が通っていくように、体が開かれていくのを感じる。

「駄目、課長……っ、そこ……ふぁっ……っ！」

　志水課長の唇が、私の蜜を直接掬った。

「ん……っ、ふっ、そん……、……っ、ん、んんっ！」

　熱い舌で内側を撫でられ、敏感な花芯を吸い上げられる。腰が跳ねるように浮き上がり、視界がびりびりと歪んだ。

「駄目？　嫌、じゃなく？」

「それは……っ、やっ、あっあっ……っ」

　答えようとすると、柔らかな唇がすぐに触れて言葉を遮られる。

「いい声です。もっと聞かせて下さい」

「もう、駄目です……許して……っ、こんな……っ」

　赤く染まる顔を両手で覆いながら、泣きそうな声で懇願した。

　志水課長が体を起こし、小さく息を吐くのが、見なくてもわかった。

「……まいったな、そういう顔をされると私も優しくできませんよ」

「えっ……？」

　寄せられた志水課長の身体が、熱を持っているのが服越しに伝わって来た。

「志水、課長……」

「ここで役職は、呼ばないで下さい」

　苦笑する志水課長は、こんな時でも美しい顔をしていると思った。

「志水、さん……？」

「向井さん」

　名前に応えるように、志水課長の熱がゆっくりと前に押し進んで来る。
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「んっ……！」

　今まで浅く続いていた快楽が、一気に身体の奥底まで貫いた。

「っ……、向井さん、まさか初めてということは、ありませんよね？」

「そんな、わけ……っ、やっ！　駄目！　動かない……んん……」

　質問しながら動かれると、理性が戻る分次の刺激に敏感になってしまう。

「動くなとは、意地悪なことを仰る。本当に？　止めていてもいいんですか？」

　意地悪な言葉と共に、中の熱が停止していく。

　それでも、心臓の音に合わせて脈打つ鼓動は止めることができず、粘膜に触れる微かな誘惑が甘い意識を引き寄せる。

「意地悪……です……」

「お互い様ですよ」

「あっ……っ！」

　内側を擦り上げる志水課長の熱は、今まで以上に身体の中に響いて来る。焦れていた分、待ちわびていたかのように水の跳ねる音が大きくなった気がした。

　それは、気持ち良いというより恐怖に近い感覚だった。自分とは別の熱を持つものが、未知の何かを呼び覚ます。抗いがたい強い快楽に、息をするのも必死になる。

「素直に、啼いていいですよ」

「やっ……もう、お願いです。こんなの……っ！」

　逃げようと身じろいでも、繋がった身体はすぐに腕の中に引き戻されてしまう。

「駄目……駄目です……怖い……っ」

「……可愛いです」

「志水、さ……っ」

　自然と涙が溢れて来て、口づけを交わすと妙に安心する。

　ゆっくりと始まったはずの動きは、いつの間にか激しくなり、脚に打ち付けられる熱の塊に必死に振り落とされまいと意識を繋ぎ止めた。

（これが、セックス……なの……？）

　こんなのは知らない。こんなことは、初めてだ。

　息をすることもままならず、次々に飲み込まれる熱量。身体のあちこちが、強制的にばらばらにされるような激しさの中に、志水課長が時折優しさを落としていく。

　それだけでただ、泣きたくなってくる。

「我慢しないで下さい。集中して、もっと感じて下さい」

「無理……ぃ、もう、無理……で、すっ……」

「いいですよ。一緒に、いきましょう」

「……んっ」

　優しく頭を撫でられ、動きがさらに速くなった。

　もう何もかもがどうでもいい。今はただ、この気持ち良いのがあれば。

　せり上がるような震えが全身に走り、自分の口から悲鳴が上がったのはわかった。凄まじい波に飲み込まれながら、意識がぷつりと途切れた。

　遠くに、あのオレンジのコロンの気配を感じる。

　それは、ひどく幸福な安堵感だった。
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　その光景には、見覚えがあった。

　真っ白な雪の中を、ひとりで待っていると、背中から雪玉がひとつ投げつけられた。

　せっかく待っていたのに酷い。そう言いながら、足元の雪を掬って手のひらサイズの雪玉を作り彼へ投げつける彩乃は、笑顔だった。

　手を伸ばせばそこにいる、それだけのことが幸せだった。






「……っ!?」

　体を大きく震わせて、彩乃は目を見開いた。

　真っ白な雪国ではなく、静かな天井が見えてほっと息をつく。

（夢、だった……）

　額に汗を浮かべ、目元には涙の粒が溜まっている。

　夢で良かったと安堵すべきなのか、現実だったと落胆すべきなのかわからない。

　ただ悪夢を見たという絶望感が、体をずっしりと重くした。

「ん？」

　混乱する頭がクリアになると、次に見えてきたのは疑問だった。

　そこは、明らかに自分の部屋ではなかった。

　滑らかな生地のシーツが、裸の体を包み込んでいる。少し身をよじるだけで滑らかに肌を滑る感触は、自宅にあるものよりもうんと高級なものだと感じた。

　体を起こしてみた。横たわるベッドは広く、キングサイズはあるだろう。部屋の中には、ポール型の照明が一本立っているだけで、他に余計なものは何ひとつ置かれていない。

　足元に目をやると壁一面窓が広がっており、すぐ向こうに赤いタワーが見えた。

「ここ、どこ……？」

　きょろきょろと辺りを見回していると、右側にある扉が開かれた。

「目が覚めましたか？」

　そこに立っていたのは、志水課長だった。

（そっか、私……昨日、この人に抱かれたんだ）

　昨夜の記憶が戻ってきそうになり、頭をぶんぶんと振った。

　志水課長は、昨夜の濃い色のスーツ姿とはうってかわって、今日は明るい印象を与える服を着ている。

　ベージュのコットンパンツに、白いＶネックのサマーセーター。体にぴたりと張り付くような素材が、意外とがっしりしている胸板をすっきりと印象づける。

　対して、自分が裸であることに気づいた彩乃は、慌ててシーツを胸元までしっかりと寄せた。

「あ、あの、私……その……」

「どちらがいいですか？」

　動揺している目の前に、ひんやりと白く曇ったペットボトルのミネラルウォーターと、青いマグカップに入った熱々のコーヒーが差し出された。

　一瞬、受け取っていいか戸惑う様子を見せると、志水課長はやんわりと微笑みを浮かべた。

「毒なんて入っていませんよ」

「は、はい。ありがとうございます。じゃあ、お水を」

　おずおずとそれを受け取りプラスチックの蓋を開くと、それを一気に喉の奥に流し込んだ。

　キンキンに冷えた水が、喉を心地良く潤していく。

　ボトルの半分ほどを飲み下し、ようやく息をつくことができた。

「おはようございます。昨夜は、よく眠れましたか？」

　志水課長は、ベッドの足元の辺りに腰を下ろすと気遣うように言葉をくれた。

「はい。あの、ここは？」

「失礼。急に景色が変われば驚きますよね。ここは、俺の部屋です」

　いつもは自分のことを『私』と言う志水課長が、『俺』という一人称を使っただけで違和感を覚えてしまう。

　プライベートな時間に他部署の課長を前にするのは、やはりどこか居心地の悪さを感じた。

「昨夜、応接室で向井さんは気を失ってしまったんです」

「そう、だったんですか……」

「すみません。俺もつい無茶をしてしまったようで。あなたに無理をさせましたね。本当に申し訳ありませんでした」

　志水課長は、テレビの謝罪会見のような美しい動きで頭を下げた。

「い、いえ！　いいんです！　謝られても困ります……」

　せっかく思い出さないようにしていたのに、色々なあれこれが脳裏に蘇って来る。

　優しい言葉、震える吐息、あたたかい腕。その全てが、昨日は触れる場所にあった。

「志水課長、ひとつ伺ってもよろしいですか？」

「はい。なんでしょう？」

「どうして、あんなことをしたんですか？」

　それは、ずっと気になっていたことだった。

　どうしても偽装結婚の相手が欲しい。何かしらの事情があることはわかった。

　けれど、あの場所で、あんな風に抱かれなければいけなかった理由が、どう考えても見当たらない。

　ずっと前から好きだったとか、そんな夢みたいな話なら、まだギリギリ理解できたかもしれないけれど。それならば、わざわざ書類まで作って偽装結婚を提案してくる意味がわからない。

　好きだ、とひとこと言えば済む話だ。

　けれど、志水課長がそういう言葉を口にしなかったのは、紛れもない事実で。

　つまり、あのセックスの意味がわからないという結論に達するほかなかった。

　志水課長は、手元に残ったマグからコーヒーを啜ると、眉間に皺を寄せた。

「恋人としての雰囲気を掴むためには、これが一番でしょう？」

「……は？」

　一瞬、知らない国の言葉を聞かされたのかと思った。

　それくらい、志水課長の言葉は理解不能の単語に思えた。

「も、申し訳ありません。課長の言っている言葉が、ちょっと理解できなくて。もう少し具体的に説明していただいてもよろしいですか？」

「そうですね。少し、言葉足らずでしたね。失礼しました。昨日、偽装結婚の提案をさせていただいたことは覚えていらっしゃいますか？」

「ええ、はい。覚えてます」

　あんな強烈な申し出を、たった一晩で忘れられるわけがなかった。

「今回、俺が望んでいるのは、ただの代理婚約者ではありません。昨日も言いましたが、恋愛をし、愛を育み、お互いでなければならないと思い合うことで成立した結婚という形。それを、完璧に再現できる相手をつくることが目的です」

「はい……」

「恋人とは何か。それを論じ始めれば、恐らくきりがないでしょう。しかし、普通の恋人たちが行うことを簡略し経験することで、お互いを知るきっかけになるのではないか。俺はそう考えました」

「つまり……本物の恋人っぽい雰囲気を出すために、まず寝てみたということですか？」

「はい。その通りです」

　頭が、痛くなってきた。

　あまりにも明確に、晴れやかに、美しい顔で志水課長が微笑んでいる。

　一歩間違えばセクハラ、犯罪になりかねない行為だ。

　しかし、偽装結婚を呑むと言った上での行為であったことも事実だ。やはりこれも、いわゆる必要経費に含まれてしまうのだろうか。

　もうどこから突っ込めばいいのかわからなくなってきた。

（これがあの、鬼の課長。女性社員の憧れで、我が社のデキる男ナンバーワン……）

　仕事ができるからといって、頭がいいわけではない。目の前の男は、頭のネジが二本も三本も飛んでいるように思えた。

「起きられますか？　朝食を作るのでご一緒にいかがです？」

　空気を変えるように、志水課長は爽やかに言い放った。

　確かに、昨日は夕飯を食べ損ねてしまった。お腹の中でくうくう鳴き声がする。

「いただきます……その前に、服をいただけますか？」

　もう隠すところなどないくらい見られてしまったけれど、このまま立ち上がるのには抵抗があった。

「ちょうど良かった。今、クリーニングから上がってきたばかりですよ」

「クリーニング？」

「このマンション。一階のコンシェルジュに頼むと、最短三時間でクリーニングしてくれるんです。昨夜出しておいたのですが、先程届いたと連絡がありました」

　このマンションには、コンシェルジュという役割の人が常駐しているのか。

　驚きすぎて、驚くのに疲れてきてしまう。

「ありがとうございます。すみません、お手数をおかけして」

「いえ。良かったら、シャワーを使って下さい。部屋を出て右手の突き当りです。タオルも出しておきました。服もそこにかけてあります」

「はい……」

　もう抵抗する気も起きなかった。

　コーヒーを煽り、志水課長が立ち上がった。

　彼が先に部屋を出ていくのを確認して、おそるおそる立ち上がる。そのまま歩き回るのも憚られて、仕方なくシーツを引き寄せてそのまま体に巻きつけた。

　扉を開けると、細い廊下が続いている。

　広いマンションだ。きっと家賃も目玉が飛び出るような金額に違いない。

（志水課長、こんなところにひとりで住んでるの……？）

　少し廊下に顔を出しただけで、見える扉が三つもある。右手の奥に見えるバスルームへの扉を合わせれば、四つだ。独身男性が住むには、広すぎるように思える。

（もしかして、誰かと一緒に住む予定のマンションだったのかな……）

　ふいに湧き上がる邪推に、ため息が漏れた。

　考えても仕方がない。もうことは、起こってしまったのだ。余計なことは、詮索しない方がいい。

　自分を守るようにシーツを引き上げ、彩乃はバスルームへ向かった。

　廊下には、志水課長が作っているであろう朝食の、バターの香りがふんわりと漂っていた。






「嫌いなものはありませんか？　食べられないものは、残していいですからね」

　ダイニングテーブルにつくと、志水課長がアイスティーをコップに注いでくれた。

　目の前に広がるのは、まるでいいホテルの朝食セットのようなメニューだ。とろとろに仕上がったスクランブルエッグ、カリカリのベーコン、レタスとトマトときゅうりのサラダ、コーンスープの隣にはパンが二種類。丸いベーグルとバターロールだ。その隣には、輪切りにされたキウイの小皿が一枚。

「ヨーグルトもありますが、食べますか？」

「いえ、十分です。食べ切れるか心配なくらいです……」

「良かった。では、いただきましょう」

「いただきます」

　促されるままにフォークを手に取り、まずは卵を口に運ぶ。

　とろけるような食感と、濃厚なバターの香り。それから、ほんのりとした塩気が口の中に広がる。

「おいしい……」

「お口に合って何よりです。スープも手作りなんですよ」

　そう言われると、すぐに食べたくなってくる。

　スプーンを持ち上げ、今度はスープカップに手を伸ばした。

　とろとろと濃い黄色はとろけそうなくらい甘く、コーンの香りで胸がいっぱいになる。

　こんなにおいしい料理を、志水課長が自分のために作ってくれたのかと思うと、なんだか嬉しい気持ちがこみ上げてくる。

「志水課長って、料理上手なんですね」

「独り暮らしが長いものですから。喜んでいただけましたか？」

「はい。すごくおいしいです」

「そう言ってもらえると、俺も嬉しいです」

　あまりにも平和で、あまりにも穏やかな朝食の風景がそこにはあった。

　たった一日で、自分の人生が変化してしまったように思える。

　けれどやはり彼の提案は魅力的で、あんなことがあったとはいえ、一度受け入れると言った自分の考えを今更変える気持ちにはならなかった。

「志水課長。こういうのが、恋人っぽいということではないでしょうか？」

「こういうのとは、つまり朝食ですか？」

　スプーンを置き、彩乃は大きく頷いた。

「私、考えていたんです。確かに、課長の仰る通りセックスは恋人にとって大切なイベントだと思います。しかし、それだけでは恋人だとは言えないと思います」

　恋人ではないが、セックスはできる。志水課長にとって、『セックス』ではなく『恋人っぽく見えること』の方が重要なのであれば、彼の間違いを正すべきだと思った。

「なるほど。確かに、向井さんの言う通りです。本当の恋人も、別にセックスばかりしているわけではありませんね」

　明るい朝食の風景には似合わない単語を連発していることが気がかりではあるが、志水課長は何かを納得したように頷いている。

「私も契約すると言った以上、志水課長の望む結果を出していきたいと思っています。なので、必要であると判断した場合、私からも提案させていただきたいと思っています。いかがでしょうか？」

　驚いたように目を丸くしながら、志水課長も手にしていたフォークを皿にかけた。

　眼鏡の中心を人差し指で軽く上げ、まつ毛の長い瞳がじっとこちらへ向けられる。

「偽装結婚をする上で、向井さんはパートナーになります。パートナーの意見は積極的に取り入れていきたいと考えています」

「ありがとうございます」

「では、本当にいいのですね？　偽装結婚の契約を、このまま進めても」

　真面目な顔で、彩乃はしっかりと頷いた。

「嬉しいです。これから、よろしくお願いします」

　安心したように息を漏らすと、志水課長は右手を前に差し出した。

　それに続くように躊躇いのない動きで彩乃は右手を伸ばし、テーブル越しにしっかりと握手を交わした。

「では、最初の提案です。志水課長」

　ピンと張り詰めたような空気に、志水課長の顔が強張る。

　彩乃はひと呼吸置くと、しっかりと目の前の契約者の目を見て口を開いた。

「デートをしましょう」

　今日は土曜日、外は快晴。一度自宅へ戻り、着替えを済ませても一日たっぷり遊べるはずだ。

　眩しく差し込む太陽の光に、今日は絶好のデート日和になりそうだと彩乃は思った。






　まだ五月の連休が明けたばかりだというのに、まるで夏みたいな低い雲が一面の青空の中に浮かんでいる。

　夏のようにじんわりと肌が汗ばむのは、ギラギラと照りつける太陽のせいだけではない。

　ねこみみランド。年間顧客満足度ナンバーワンを誇る、巨大テーマパーク。ジェットコースターやお化け屋敷、子供向けのものまで様々なアトラクションが展開されており、中でも昼と夜に行われるパレードは、パークの目玉だった。

　関東北部に位置する遊園地には、週末ということもあり大勢のお客さんが詰めかけていた。

「はい、できました。これで完璧です」

　おそるおそるといった様子で、彩乃は志水課長の頭の上に白い猫耳型のカチューシャをつけた。パークのイメージキャラクター・ねこみみくんの頭を模したカチューシャだ。

　白いシャツの上に黒いジャケットを羽織る志水課長は、会社で見る時より若返っているように思えた。

「なるほど、こういう感じですか」

　このカチューシャを購入したショップのショーウィンドウの硝子越しに、志水課長は自分の姿を映して確認している。

「さあ、次は向井さんの番です」

　志水課長の手には、今つけているカチューシャのメスバージョン・ねこみみちゃんを模したリボン付きの猫耳カチューシャが握られている。

「いえ、私は……」

「駄目です。せっかく来たんですから。こういうものは、郷に入れば郷に従えというやつです」

　志水課長はそう言って、スマホの画面をこちらに向けた。

『今が最高！　ねこみみランドで最高のデート大作戦！』

　どこから検索したのか、そこには高校生や大学生カップル向けのパークの楽しみ方を紹介するページが表示されている。

（いきなり『ねこみみを買いましょう』って言い出した時は、何かと思ったけど。こういうことだったのね……）

　確かに、十代の女の子ならばデートの定番として喜んでつけていただろう。

　しかし、そういうものを喜んでつける気持ちは、とうの昔に置き去りにしてきている。

「仕方がありません。あまり言いたくないのですが……」

　志水課長は、スマホの写真フォルダを開くと一枚の写真を表示させた。

　それは、朝サインしたばかりの契約書と、婚姻届の写真だった。

「婚姻届にまで、サインする必要はあったんですか？」

「もちろん、提出はしませんよ。向井さんも見たでしょう？　サイン済みの婚姻届は、銀行の貸金庫に保管してあります」

　確かに、ここに来る前に銀行に寄って、婚姻届と契約書を銀行の貸金庫に保管して来た。貸金庫のロックは、彩乃の拇印でしか開かないように手続きされている。つまり、彩乃が許可しない限り、あのサイン済みの婚約届が正式に役所に提出されることはない。

「実際に籍を入れるわけではありませんが、疑われた時や、万が一偽装結婚であることが第三者に知られた時、こういうものがあるといつでも弁解できます。お互いいつでも結婚するつもりで、様々な事情があって籍を入れていないだけ。しかし、必要にせまられた時はいつでも届けを出せるよう準備している、と。こういったものがあればリアリティは増します」

「なるほど……つまりこの婚姻届は、アリバイのようなものなんですね」

「そういうことです」

　いつも素っ頓狂なことを言う人というイメージが強くなっていたが、やはり企画部期待のエースは仕事ができる男のようだった。

「それでは、向井さん。本題に移ります。契約は成立しました。あなたには、ねこみみをつけデートを遂行する義務があります。いいですね？」

「うっ……はい。わかりました」

「いい返事です」

　にっこりと微笑みを浮かべ、志水課長がねこみみちゃんのカチューシャをつけてくれた。

（これは、かなり……恥ずかしい）

　遊園地デートということで、なるべく動きやすい服装を心がけた。

　青のデニムジャケットに白のＴシャツ、それに紺のガウチョパンツを合わせ、この春のバーゲンで買った白いスニーカーを下ろしてみた。なるべく浮かれすぎないようにと心がけて選んだコーディネートに、今まさにねこみみカチューシャが追加された。

　学生時代ならいざしらず、社会人には耐えられないテンションが頭の上に乗っている。

「大丈夫です。ほら、顔を上げて下さい」

　志水課長は背中の方へ回ると、後ろからぽんっと両手を肩の上に乗せた。

　ショーウィンドウには、ねこみみをつけたふたりの姿が映っている。

「可愛いですね。とても似合っていますよ」

「ありがとう、ございます……」

　臆面もなく手放しで褒められると、それ以上抵抗する気持ちも消えていく。

（顔を上げて……か）

　志水課長の言葉通りにしてみて、見えたこともある。

　窓に映る、大勢のお客さんたちの笑顔だ。皆一様に楽しそうな笑顔を浮かべている。

　友人、恋人、家族。思い思いに楽しむ人達の頭には、ねこみみカチューシャが乗っていた。

　恥ずかしさは消えてはくれないけれど、こうしてふたりで並んでいると、この幸せの風景の中に溶け込めるような気がした。

「そうですね。ここまで来たら、もう徹底的に恥ずかしいことをしましょう！」

「その通りです。では、行きましょうか」

「えっ……」

　志水課長が、ふいに彩乃の右手を引き握りしめた。

「どうしました？」

「いえ、その……びっくりして」

　包み込まれる指先に視線を落としていると、志水課長が微笑みかけてくれる。

「今日はデートですから」

　言い出したのは自分だけれど、改めて告げられると頬が熱くなる。

（手を繋いでデートなんて、どれくらいぶりだろう……）

　掌のぬくもりを感じながら、ふたりの初めてのデートが始まった。






「……ぷふっ、クク……ふふふ……っ」

「向井さん？　笑うなら、はっきり笑って下さっていいんですよ？」

「いえ、笑ってなんか……いま……ふふっ」

　抑えきれない笑いに、志水課長はため息を漏らした。その手には、まだあたたかい出来たての写真が一枚乗せられている。

　ねこみみコースター。愛らしい名前とは裏腹に世界一加速するのが早いと謳われる、国内屈指の絶叫マシン。終盤の四回連続大回転は、大の大人でも五人に四人は泣いてしまうと言われているシロモノだ。

　最後の回転が終わったポイントで自動的にシャッターが切られ、アトラクションの出口で一枚千二百円で購入することができる。

　これは、先程ふたりで乗った時に撮ってもらったものを、彩乃が購入したものだ。

「そんなに気に入りましたか？　この写真」

「はい。だって、志水課長真顔すぎ！　どうやったらこんな顔を維持できるんですか？」

　写真の中の志水課長は、まるで書類を読んでいる時のように、涼しげな表情で落下している。重力があるせいで、前髪やジャケットの襟は上を向いているのに、課長の表情だけが自然な真顔で、それが余計に面白さを強調していた。

「怖かったですよ。けれど、大きな声を出し慣れていないので、どうすればいいのかわからなくて……向井さんの方が、とても優秀なリアクションを取られていると思います」

　そう言って指差す先には、目を閉じて大絶叫している彩乃の姿が写し出されていた。

「そっちはあんまり見なくていいです！」

「次は、向井さんを参考にしますね」

　優しい声で志水課長が口元を綻ばせている。

　その表情に、胸の中でどきりと心臓が大きく跳ねた気がした。

「ずるい。自然な反応も、できるじゃないですか……」

「ん？　何か言いましたか？」

「いえ、なんでも。あっ、次はこれに乗りましょうよ！　ティーカップライド！　時速百三十キロのティーカップ型コースター！」

「次は、向井さんをお手本に頑張りますね。行きましょう」

　軽やかに手を引かれながら回るテーマパークは、今までの人生の中で一番楽しいデートかもしれないと彩乃は思った。






「どうぞ、向井さん」

「ありがとうございます」

　プラスチック製の透明なカップを手渡しながら、志水課長がベンチの隣に腰を下ろした。

　休憩用に作られたらしきこのスペースは、パークの中だと思えないほど、静謐な世界が広がっており、爽やかな緑に満ちあふれている。

　森の木陰の休息エリア。広大な土地に人工的に作られた緑の森は、夕暮れ時になると青や桃色の妖精を模したほの明るいライトでぼんやりと照らされる。

　あちこちに噴水や休憩用のベンチが置かれているものの、不思議と周囲に人の姿はひとつも見当たらない。

　深閑とした森の中に潜んでいると、そこが遊園地の中であることを忘れてしまいそうになった。

「本当に炭酸水で良かったんですか？」

「はい。これ、好きなんです」

　甘くない炭酸は、はしゃいだ喉を軽やかに潤してくれる。

　ストローにかじりつきながら彩乃は、こっそりと横目で志水課長の顔を見上げた。

　あたたかいコーヒーを片手に遠くを見つめている前髪の縁が、暮れていく夕陽のオレンジを受けてきらきらと金色に輝いている。

　改めてこんな風に間近で見ると、本当に人形のように美しい顔をしている。

　眼鏡をかけていてもわかるバランスの良い目鼻立ちに、女性社員が虜になるのも無理はないと感じた。

（他部署の人だし、厳しいって噂だったから関わろうと思ったこともなかったけど。こうして見るとやっぱり、素敵な……）

「どうしましたか？」

「えっ、あっ……!?」

　その時、ふいにこちらへ振り返った志水課長と目が合った。

　驚いた拍子に手元が狂い、プラカップがするりと滑って内側に倒れ込む。

「大丈夫ですか!?」

　志水課長が手を伸ばした時には既に遅く、大丈夫とは言い難い惨事に見舞われていた。

　白いシャツをぐっしょりと濡らした炭酸が、パチパチと弾ける音を染み込ませていく。

「ジュースじゃなくて、良かったです……なんて。あはは」

「すぐに脱いで下さい」

「えっ!?　ここで、ですか!?」

　いくら人気がないとはいえ、誰がいつやって来るかわからない。

「いいから。ほら、早く」

「あ、あの……!?」

　困惑している彩乃のジャケットとシャツを、志水課長は手早く脱がしてしまう。

（な、なんでこの人こんなに脱がせるのが早いの!?）

「これを着ていなさい」

　志水課長はそう言って、自分のジャケットを脱ぐとそれを彩乃の肩にかけてくれた。

　ボタンをしっかり閉めると、それは少し深い前開きのシャツのように体をすっぽりと包み込む。

（そっか、あのままだと私、下着が透けてたのかも……）

　元々着てきたデニムジャケットは、裾が短く前を閉めても腰がむき出しになっていただろう。しかし、シャツを着たままでは下着が透ける。いっそ取り払って大きなもので覆ってしまった方が、結果的に周囲から見える肌の面積は最小限に抑えることができた。

「まだ気温もそう下がっていません。ここにかけておけばすぐに乾きます」

　志水課長は手早くベンチの背にシャツをかけくれた。

「ありがとうございます。すみません、なんか……」

「いいんですよ。こういうこともあります。パートナーをフォローするのも、俺の役目ですから」

　そう言って、大きな掌が肩をぽんぽんと撫でてくれる。

　そのぬくもりがなんだか嬉しくて、胸元を押さえる手にぎゅっと力がこもった。

　その様子を見て、志水課長の眉根が僅かに寄せられた。

「やっぱり、気になりますよね……すみません。こんな方法しか思いつかなくて」

　どうやら、ジャケットの空いている部分が気になると、勘違いさせてしまったらしい。

「いえ！　違うんです。その、なんとなく落ち着かないというか……えっ？」

　ふいに、体が浮いたような気がした。

（あれ？　これ……実際、浮いてるよね？）

　それは、気のせいではなかった。

　両脇に腕を差し込まれ、風に乗るように軽々と体が持ち上げられた。

「これなら、どうですか？」

　いつの間にか、志水課長の顔がすぐ目の前にあった。

　膝の上に座らされ、向かい合う形になっていると気づいた瞬間、顔から火が出そうになった。

「なっ、なんでっ？　えっ？　なんですかこれ!?」

　うろたえていると、すぐに腰元に腕を回されぎゅっと抱き寄せられた。

「こうしていれば、前からも後ろからも、胸元が見られることはないでしょう？」

　確かに、前から見ればジャケットを着ている背中、後ろから見ても志水課長の頭や体で胸元は隠れて見えないだろう。

　けれど。

（胸元が見られるより恥ずかしい状況になってるような……）

　今は誰もいないけれど、こんな姿を人が見たら、どう考えてもいちゃついているカップルのようにしか見えない。

「人に、見られます……」

　消え入りそうな声で主張してみたけれど、志水課長は腰に回した腕を離してくれるつもりは毛頭ないらしい。

　それどころか。

「あっ……」

　突然志水課長の頭が、そっと胸元に寄せられた。

　課長の脚を跨ぐような形で対面に座っているせいか、少し動くだけで唇が肌に触れてしまう。

（偶然……？　ううん。違う、これは……）

　最初は事故かと思ったが、ごそごそとジャケットの間に侵入してきた指先は、ただの偶然ではない動きで肌の上を這っていく。

「か、課長……？　こんな、ところで……」

「こういう時は、役職じゃなく呼んでもらいたいと昨夜お伝えしたはずですが？」

「わ、忘れていました。その、まだ慣れなくて……んっ!?」

　落とした視線を掬うように、下からキスがぶつけられた。

「言い訳を紡ぐ悪い唇は、ここですか？」

「やっ、ちが……っ!?」

　囁くような言葉と共に、広いパンツの裾から冷たい手が差し込まれる。

　下着の上からなぞるように撫でられると、思わず声を上げてしまいそうになった。

（駄目、こんなところで、声なんて上げたら……！）

　下唇を噛みながら、反射的に漏れそうになる声を必死に抑える。

　そんなこちらの苦労をものともせず、指先が下着の布をかき分ける。

「だ、め……です。志水、さん……っ」

「もう俺たちはデートをした仲です。既にその呼び方も、適切であるとは言えません」

　課長も駄目、苗字も駄目。そうなると残された道はただひとつしかなかった。

「春馬、さん……？」

　呟くように口にした名前に、春馬はにっこりと微笑んだ。

「合格です」

　そう言った唇が、ジャケットの隙間から下着の端を噛み引き上げる。

　ふたつのピンクがひんやりとした外気に晒され、尖り始めるのを春馬は見逃さなかった。

「……アッ」

　熱いとさえ感じる唇が、冷えた芽をじっくりと濡らしていく。

「やっ、やぁ……、やめてっ、くだ……っ」

　こりこりと歯を立てられると、もう息をするのだって危うくなる。

　滑らかな粘膜が上半身を、冷たい指先が下半身を追い詰め、頭の中に白い火花が散っていく。

「もう、こんなに濡れてますよ」

「実況、しないで……んっ」

　ちゅぷりと水音をさせながら、指が体の内側に沈められる。

　跳ねるように背中を逸らすとすぐに唇が、胸元の敏感な部分を舐めあげてくる。

　こんな場所で、こんなことをするなんて。僅かに残る理性を引きちぎるように、春馬の唇と指先が激しく食らいついてくる。

「お願い、しま……すっ。こんなの……っ」

　外にいるせいか、誰が来るかわからない恐怖に晒されているせいか、いつもより感覚が鋭くなっている気がする。

　春馬の熱が、呼吸が、直に触れる存在感が、全ての感覚が一気に身体の中へ流れ込んで来るようだ。

「だめ、やだ……春馬、さん……っ」

「怖くないですよ。大丈夫」

　春馬のシャツの胸元をぎゅっと握りしめ、唯一身体を支えている膝に力を込める。

　けれど、支えようとすればするほど、柔らかな襞から伝わる刺激が直に心を震わせて来る。

（無理、気持ち……いい……）

　ぬるぬると滑る感覚に、息が詰まりそうになる。

　こちらの呼吸まで読んでいるように、乱れていく吐息に合わせて春馬の指先が速度を増していく。

「声、出てますね。誰かに聞かれてしまいますよ？」

「ンン……ぅ」

　必死に唇を噛んでみても、もう言葉がこらえきれない。

　擦り上げる度に親指が、前で濡れている肉芽に伸びて潰される。

「いっ、あぁ……っ、だめ、です……本当に……っ、しんじゃう……」

　ほんの少し押されただけで、視界が白く飛びそうになる。

「可愛い声だ。でも、誰にも聞かせたくありませんね」

「ふぅ……ンッ」

　腰を抱いていた腕が、強く背中を引き寄せた。

　更に深く沈み込んだ指先に、甘く上がる嬌声を春馬の唇がキスで塞ぐ。

　ちろりと舌で歯列を割り深い口づけを落とされると、思わずこちらも舌を差し出してしまう。

「向井さんは、本当に可愛らしい人ですね」

　ため息のような微笑みと共に、内側をなぞる指先が一番敏感な場所を攫っていく。

「あっ、だめ……っ、それ……くっ……」

「いいですよ。イッて下さい」

「やっ……やぁ……あっ、あぁ……あっ……！」

　本当は従いたくないのに、柔らかな声に耳を傾けていると身体の奥から見られたくないものを全て引きずり出されてしまう。

　震える腰を支える力も、もう残されていなかった。

（なんで、この人……こんなに……）

「素敵です。もっとよく顔を見せて下さい」

「いや、やだぁ……あっ、あぁあぁっ！」

　内側に籠る熱と言葉が絡み合い、頭のてっぺんまで強い風が吹き抜けていった。

　ぐったりと崩れるように前に倒れ込むと、あたたかな腕が抱きとめてくれる。

　荒くなった息を整えるように、片手でそっと背中を撫でてくれた。

「大丈夫ですか？」

　肩口に顔を埋めたまま起き上がらないことを不審に思ったのか、春馬が心配そうに声をかけてきた。

「顔、上げられません……」

　あんな声を出してしまったのだ。もし顔を上げて、誰か知らない人と目が合ったら、この場で泣いてしまうかもしれない。

　大胆のあとにやってきたのは、途方もない羞恥だった。

「安心して下さい。相変わらず、誰もいませんよ」

「本当、ですか……？」

　言葉を信じ顔を上げると、確かに森の中には相変わらずの静寂が漂うだけだった。

　変わったことといえば、夕暮れだった空が濃い藍色に変わりつつあることくらいだろう。

「しっかり見張っていたので、大丈夫ですよ。それに、この時間ここに来る人は、そうそういないと思います」

「どうしてそう断言できるんですか？」

　不思議に思い顔を上げると、スマホの画面が向けられた。

　それは、ねこみみカチューシャを紹介していた、あのデート特集ページだった。

「もう少しでパレードの時間です。ここはパークの端なので、パレードを気にする人はほとんど来ません。人によっては場所取りをする人もいるようなので、恐らく人気はないだろうと踏んでいたのですが、ここまで誰も来ないと逆に不安にもなりますね」

　さらりと言われると、肩の力が抜けていく。

「良かった。乾いたみたいですね」

　春馬はそう言って、干していたシャツを取ってくれた。

「ありがとうございます……」

　先程の余韻はどこへやらといった様子で、てきぱきと動く春馬を見ていると、なんだか笑いがこみ上げてくる。

（切り替え早すぎ。しかもネットで調べてたんだ。勤勉すぎ）

　口元を隠していると、それに気づいた春馬が首をかしげた。

「俺、何かおかしなことを言いましたか？」

「いえ。ただ……春馬さんて、意外と強引なんだなと思って」

「すみません。向井さんが可愛かったのでつい……」

　零すように口にされた言葉に、さっきよりも耳が熱くなったような気がした。

「か、からかってるんですか！　あっ！　もう、パレード始まっちゃいますね！　行きましょう！」

　わざとらしいくらいの声を出して立ち上がり、シャツに袖を通した。

　染み込んでいた炭酸水はもうすっかり消えてしまっているのに、なぜこんなにも胸がぱちぱちと落ち着かないのだろう。

　まだほのかに残る身体の熱をごまかすように、テーマパークの夜は更けていった。






　パークのシンボルである大きな白いお城の前には、既に大勢の人が集まっていた。夜のパレードは、特に人気が高い。毎シーズン内容も変わり、これを見るために年間パスポートを購入する人も少なくないとか。

　そんな本日のメインイベントを前に期待を寄せる人の山を避けるように、ふたりは人垣から少し離れたベンチに腰を下ろしていた。

「もう少し早く来れば良かったですね。申し訳ありません」

「志水課長の……っと、春馬さんのせいじゃありませんよ」

　言い直す様子に、春馬はくすりと小さく微笑んだ。

「そ、それに。こういうのも遊園地の醍醐味です！」

「場所を探して歩き回ることがですか？」

「はい！　こういうのも、経験のひとつです！」

　可能であれば、歩き回ったり並んだりしない方がいい。

　けれどこんな時間があった方が、人の本心が見えると思った。

　例えばストレスのある状況下で、どういう対応をする人なのか知りたかった。

（この人は、こういう時にこういう顔をするんだ……）

　苛立つことなく、困った様子で解決策を模索する。そういう人の隣にいることは、心地が良いと感じる。

「……今日は、いかがでしたか？」

　ふいに、不安そうな声で春馬が言葉を投げかけてくる。

　それは、初めて聞く弱々しい響きだった。

「楽しかったですよ？　春馬さんは？」

「すごく楽しかったです」

　ほっとしたような表情が、引っかかる。

　その視線に気づいたように、春馬は目を細める。困った時ほど穏やかな顔をするのは、どうやら癖のようなものらしい。

　またひとつ、春馬の新しいところを見つけた気分で、胸の中にひとつ熱が灯る。

「俺は……」

　すぐ隣で、春馬はやけに暗い音を口にした。

　あまりに真剣な響きに顔を上げると、春馬はどこか遠くの方をじっと強い眼差しで見つめていた。

「俺は、デートということをあまりしたことがなくて。仕事以外はからきしという自覚があるから、向井さんを楽しませることができるか心配だったんです」

「そうだったんですか……」

　妙にネットで下調べをしたいた理由も、ねこみみカチューシャにこだわった理由も、もしかしたらこういうことだったのかもしれない。不安の裏返し。それは、真剣に考えてくれているからこそ発生する感情。

　それが、例え偽装結婚を達成するために必要なものだとわかっていても、春馬というひとりの男性が自分のことを思ってくれているという事実が、幸せな気持ちをくれた。

「偽装結婚なんて形式を頼む以上、様々なお願いをする場面も多々あると思います。しかし、共に過ごす時間がある以上、向井さんには快適に暮らしていただきたいと思っています」

「春馬さん」

「はい」

　名前を呼ぶと、しっかり目を見て答えてくれる。

　そういう人の前にいるのは、気持ちが良かった。

「春馬さんのそういう真面目なところ、私嫌いじゃないです。今日はとても楽しかったです。ちゃんと本物の結婚に見えるよう、私も頑張ろうと思っているので。これからよろしくお願いします」

　夕闇が夜に変わり、びゅうと強く風が吹いた。ひんやりと冷たい外気にさらされているのに、体はなぜかぽかぽかとあたたかい。

　それはきっと、春馬がくれた言葉が、胸の中でカイロのようにじんわりと心をあたためてくれているからだと思った。

「こういう時、恋人はどういう反応をするべきなのでしょう」

　数式の答えを考えるように、春馬は難しい顔をしている。

　驚くくらい大胆なことをする人は、同時に時々驚くほど鈍かった。

「そうですね。手を繋いだり……？」

「こうですか？」

　すぐに大きな掌が、彩乃の手を包み込む。

「そうですね。それから……例えば、キスをしてみたり？」

「こ、ここでですか!?」

　珍しく慌てた様子で、春馬は薄く唇を開いた。

　確かに、周囲にこれだけの人がいる中で、キスなんてしたら目立ってしょうがないだろう。

「さっきはあんなことしたくせに？」

　動揺する男の顔が面白くて、意地悪に微笑んで見せる。

　春馬は口元を押さえながら、再び何か考え込むような表情に変わった。

「あれは、周囲に人がいないことを確認していましたし。いや、しかしそれが恋人っぽいというのであれば実践すべきであるかもしれませんね……」

　あまりにも前向きな検討に、彩乃は慌てて首を振った。

「冗談ですよ。冗談！　こんな所でキスしてるの会社の人にでも見られたら大変ですし」

「確かに、噂になりますね」

「噂なんて生ぬるいです。女子の噂話は、リニアよりも早く社内を駆け巡り、尾ひれとか背びれとかガンガンついちゃいますよ！」

「それは怖いですね」

　真面目な顔で相槌を打つ春馬が、なんだか可愛らしく見えた。

「あっ、そろそろパレードが始まるみたいですよ！」

　立ち上がると、お城のライトアップが一斉に消灯した。

　ひゅるるるると高い音が響き渡り、空に花火が打ち上げられる。

　お腹まで響くような大きな音が立て続けに鳴り響き、歓声が沸き起こった。

　その時だった。

「えっ……？」
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　腕を、強く引き寄せられた。唇が、何かに触れている。

　まだ慣れることのない、けれどよく知ったオレンジの香りが近づいている。

　頬に当たる眼鏡のフレームが、ひんやりと冷たい。

（キス、されてる……？）

　触れるだけのキス。それなのに、体の中が一瞬で沸騰するほどの熱を持ったのがわかる。

　まだ緊張は解けない。けれど、もうキスは心地良いことを体が知っていた。

「怖いんじゃ、なかったんですか……？」

　離れたふたつの唇を、絶えず空に舞う花火が明るく照らしている。

　春馬は真剣な瞳で、じっとこちらを見下ろしていた。

「恋人みたいに、したくて……」

　低い声が、耳元に近づいた。

　パレードの音楽が大音量で近づいてくる。

　誰も、恋人を装っているふたりには目もくれない。

　その状況を確かめながら、春馬はもう一度口づけをくれた。

　こんなところを社内の人に見られたら大変だ。きっと本当に恋人だと思われてしまう。

　本来の目的はそこなのだけれど、やはり社内で噂になってしまうのは困る。

（どうして、偽装結婚しないといけないんだろう。春馬さんなら、いくらでも相手は見つかりそうなものなのに……）

　突然始まった関係に疑問は残るものの、こんな風に誰かに触れるのはやっぱり心地良くて彩乃はうっとりと目を閉じた。

　花火の音も、人のざわめきも遠くに感じる。

　初めてのデートは、最高のキスで幕を下ろした。
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　電話の音があちこちで鳴り響くオフィスには、いつもの慌ただしい空気が漂っている。

「はい。かつらぎ文具、営業担当向井です。はい、少々お待ち下さい。柴崎課長、総務部の三越さんから二番にお電話です」

　保留の番号を伝えると、彩乃はすぐにパソコンの液晶画面に向かう。

　今日はまず先週の外回りの報告書をまとめて、広報課に寄って新しい印刷物を受け取り、午後は広報課と打ち合わせのあと明日の外回りの計画を見直す。

　今、かつらぎ文具は夏の文具キャンペーンに向けて、大型企画が進行中だ。

　夏休みに使いたい文具としてイベントを敢行。メーカーを越えて様々な文房具に触れてもらう実演キャンペーンなど、様々な催しが企画されている。

　最新作から懐かしの文房具まで、アナログの面白さを今一度伝えたいというかつらぎ文具の一大イベントだ。

　営業部に所属する彩乃は、各部署と連携し、参加してくれる小売店への挨拶回りを主に担当している。

（よし、あとはパンフレットの仮デザインデータを念のため資料に入れて……あれ？）

　データの入ったＵＳＢメモリを取ろうと、机の引き出しを開けた時だった。

　何か、見覚えのあるものが今一瞬視界に入った気がした。

　きょろきょろとあたりを見回すと、遠くのデスクに見知った顔が座っているのが見えた。

（春馬さん……あの席だったんだ。今まで全然気がつかなかった）

　商品企画部は、営業部とは少し離れたスペースにデスクが置かれている。このフロアには他にも第二総務部という部署が展開されていて、ざっと八十人ほどの社員が働いている。

　お茶を飲む人、パソコンに向かう人、コピーを取る人。大勢の社員がいるにも関わらず、春馬の方へすぐに視線が向いてしまうのはなぜだろう。

　春馬は、デスクに座ってじっと手元のパソコンを見つめていた。

　そこへ、ひとりの男性社員が近づいていく。商品企画部の男性だろう。何か資料らしきものを見せながら相談をしているようだ。

　春馬は険しい表情を浮かべると、資料を指差し何か指示を出し始めた。

　こちらからは何を言っているが聞き取れないが、男性社員の顔がみるみる曇っていくのを見ると楽しい話ではなさそうだ。

　てきぱきと指示を出し資料を返す頃、男性社員の顔は泣く寸前のように崩れていた。

（なるほど、あれが鬼の課長の仕事ぶり……か）

　確かに、一昨日の遊園地デートでも感じたが、春馬はかなり理詰めで物事を考える人らしい。

　なぜ自分がこう思うに至ったかということを、きちんと説明してくれる場面が多かったように思える。

　プライベートでは気にならなかったが、もし何かミスをした時に、ああいう感じで責められると確かに少し泣きたい気持ちになってしまうかもしれない。

（でも、ちゃんとできたら褒めてくれるし、いい上司だよね。それに、スーツで真面目な顔で働いてる姿は、ちょっとかっこいい……）

　そんなことをぼんやり考えていると、ふいに春馬が顔を上げ、視線がぶつかった。

　にこりと微笑みかけられ、彩乃は慌ててキーボードに目を落とした。

　鬼のように美しい課長の破壊力は、社内で見ると三割ほど増して見える。

　にやけてしまいそうな顔を引き締め、彩乃は再び顔を上げた。

　その時だった。メールボックスに新着メールが届いたことを知らせる通知が、液晶にぽこりと飛び出した。

「これは……」

　そのタイトルを見て、彩乃はぎょっと顔を上げた。

　それは、春馬から送られて来たメールだった。

　当の本人である春馬は、平然とした様子で自分の仕事に戻っている。キーボードを叩く指先が、指揮者のように流麗に動いている。

　しかし、タイトルに並ぶ文字列を前に、彩乃は穏やかな気持ちで仕事に戻ることができなくなっていた。

　送られて来たメールのタイトルは、こうだった。

『ご両親への挨拶の日程』

　とんでもない文言に、おそるおそるメールを開いてみると、相変わらずビジネスメールのような整理された文章が並んでいた。

『同棲を始めるにあたって、向井様のご両親にはきちんとご挨拶させていただきたいと考えております。つきましては、向井様のご都合の良い時間を教えていただけると幸いです』

　両親への挨拶。

　その大事を前に、彩乃はメールの文面を呆然と眺めることしかできなかった。






　地下に設置された古い資料室には、かつての在庫やパンフレット、使われなくなったコピー機が埃を被っている。

　毎年大掃除をする度に綺麗になっているという噂だけはあるが、到底そうは思えない荒れ果てた部屋で、彩乃は春馬と向かい合っている。

　それは、密談だった。

「どういうつもりですか？　両親への挨拶って」

　話を切り出したのは、彩乃だった。

「どうもこうも。同棲するにあたって、住所の変更が必要です。ご両親へ挨拶をしておかないと、不安に思われるでしょう？」

　確かに、これが正式な婚約であれば必要なイベントのひとつだ。

　しかし、偽装結婚をするのに、この過程は必要なのだろうか。

「それは、そうですけど……でも偽装結婚なのに、挨拶だなんて」

「表向きは普通の結婚と同じです。必要なことだと判断します」

（確かに、同棲をするなら住所が変わるし、そうなると親に説明をしないといけない。それはわかるけど……でも）

　偽装結婚を受け入れるということは、それはつまり、様々な人に嘘をつかなければならないということだ。

（そっか。お母さんにも、嘘をつかないといけないんだ……）

　一度は覚悟したことだが、こういう状況になることまで想定していなかった。籍を入れないということで油断していた。

　提出しない婚姻届とはわけが違う。同棲や住所変更ともなると、誰にも言わずに手続きをすることなど不可能なのだ。

「住所を変更するということは、会社にもバレてしまうってことですよね？」

「総務の方には。しかし、向井さんが望むのであれば、最低限一般社員には個人情報が漏れないよう手を回します」

「そんなことできるんですか？」

「色々と、コネはあるんですよ」

　口調こそ穏やかだが、なんだか春馬が急に怖い人になったように思えた。

「そう、ですか……。できれば仕事はこのまま続けたいと考えているので、取り計らっていただけると嬉しいです」

　いつ切れるかわからない契約のために、仕事を失うわけにはいかない。それが彩乃の本音だった。

「わかりました。ご両親への挨拶の件は、納得していただけますね？」

「はい……」

「いい返事です」

「えっ……？」

　納得するような言葉に続いて、体が壁際に押しやられた。

　古いコピー機が、背中にぶつかる。

「ン……ッ」

　ゆっくりと、唇が合わせられた。

　もう使われていないコピー機に手をつき、春馬の体が近づいた。逃げられない。体を密着させるように、春馬の手がそっと腰を抱き寄せる。

　ちゅっと小さく吸い付く音がして、自然と舌を伸ばしてしまう。

　ざらりと沿うように舌先を絡められ、就業時間にも関わらずすぐに息が乱れ始まる。

「……っ、は……っ」

「キスは、慣れたようですね」

　意地悪なことを呟く春馬の手が、シャツの裾に伸びていく。

　侵入してきた指先が、お腹の上の薄い皮膚の上をくすぐるように這い回る。

「……っ……ん、くすぐった……っ」

「くすぐったいのは、嫌いですか？」

「嫌い、で……あっ」

　返事を聞き終わる前に、春馬の腕が腰を抱え体を持ち上げた。

「なっ、に……？」

　戸惑う彩乃をコピー機の上に座らせると、春馬は下着をストッキングごと一気に引き下ろしてしまった。

「春馬さん……んっ!?」

　ふいに春馬の顔が近づき、閉じたままの花谷に唇が押し当てられた。

「やっ、そこ……っ!?」

　抵抗を示すよりも先に、熱い舌先が濡れた内側に入ってきた。

「んっ……！」

　大きく肩を震わせながら、彩乃は手の甲を噛む。

　声を押し殺せば押し殺すほどに、神経が鋭く尖っていく。

　固く閉じていた花扉を柔らかくほぐすように、春馬の唇が追い詰めてくる。

「お願い……っ、です……やめて下さい……こんな、ところで……っ」

「強がっている時の自分が、どういう顔をしているのか……彩乃さんはもっとご自身を知った方がいいと思います」

「私……？　んんっ……」

　意味がわからず声を返すと、今度は細い指がゆっくりと差し込まれる。

　感触を確かめるように、ぐちゅりと艶めかしい音を響かせて、人差し指が深いところを探っていく。

　そうしている間に、胸元に顔を寄せた春馬が、シャツのボタンを唇の力だけで器用に外していってしまう。

　ひとつひとつ、ボタンが解けていく度に、野生の獣に食べられる直前のような、不安で孤独な時間が降り注ぐ。

「春馬さん……」

　耐えきれなくなった彩乃の手が、春馬の頭に伸びた。

　両腕で抱えるようにしっかりと抱きしめると、いつものコロンに混じって整髪料の香りが体の中に染み込んでいく。

「そう可愛いことをされると、手加減ができなくなりますよ？」

「えっ……」

　腰に回された腕が、体を引きずり下ろす。

　捲りあげられたスカートの中に、ぴったりと腰が当てられた。

　そこには、春馬の熱が存在した。持て余すように沸騰している感触に、彩乃の頬が赤く染まる。

「春馬さん。まさか、ここで……？」

「その、まさかです」

「ひぁっ……!?」

　背中に腕を回し、抱き上げるように片足を持ち上げ、春馬の熱が身体に沈み込んでいく。

「あ……っ！」

　両腕をしっかりと彼の肩に回しながらバランスを取ると、濡れた熱がより深いところをなぞっていく。

（駄目、こんなの……気持ち良すぎる……っ）

　ぐずぐずととろけそうな身体を支えようとすればするほど、ゆっくりと快楽が沈み込んでくる。

　動いていないせいで、その熱の数ミリの変化をも敏感に感じ取ってしまう。

　焦れったい気持ちに、腰が震えそうになった、その時だった。

（えっ……？）

　こつこつと、小さな足音が廊下の方で響いた気がした。

（嘘、まさか……!?）

　その足音は、どんどん大きくなり、こちらへ近づいて来る。

　地下にはこの使われなくなった物置の他にも、備品倉庫、過去資料などたまにしか使われない倉庫群が密集している。上のフロアと違い、きちんとひとつひとつが小部屋になっているとはいえ、物音がして警備員でも呼ばれたら、もう言い訳できない。

　ただでさえこんな状況だ。もし服を整えるのが間に合っても、こんなところで関係ない部署の男女が人目を避けて会っていたとなると、よからぬ噂の種になりかねない。

　緊張感が、理性を引き戻した。

　ところが。

「……っ!?」

　ゆらりと背中を支えていた手が、肩甲骨の下で止まった。

　そして。

「ひ……っ！」

　ぐっと前に、腰が突き出された。

　ただ入っているだけの感触に、目眩がするほどの刺激が加わり息が漏れる。

　扉の向こうで、こつこつと歩いて行く足音が続いている。

（春馬さん、何……を……!?）

　肩口に顔を埋めるように抱き支える彼の表情は、こちらからは読み取れない。

　ただ、数ミリずつとも思えるゆっくりとした動きで、春馬は内側をなぞっていく。

「そんなに締め付けると、もっと動きたくなります」

　耳元で囁かれると、羞恥で耳が赤く染まった。

　少しでも声を漏らさぬようにと力を入れれば入れるほど、別のところが敏感になる。

（お願い……早く、早く行って……！）

　がちゃがちゃと大きな音をたて、扉が開かれた。

　しかし、どうやらそれは、この部屋の扉ではないらしい。ごとごとと物音をさせているのは、隣の部屋の扉だったようだ。

（良かった……）

　何か箱を動かすような鈍い音が数回。それから、再び扉を閉める音。

　再び鍵がかけられ、足音が遠ざかっていく。

「そのまま、我慢していて下さいね」

「えっ……ア……ンッ……」

　ゆっくりと抉るように花壁を擦られ、上体を支えていることさえ難しくなってくる。

　一歩また一歩と進む足音が、何十分にも何時間にも長く感じられた。

（駄目……声、出ちゃ……う……）

　奥の方まで刺激され、声を抑えることももう限界だった。

「春馬、さん……っ、も……っ駄目です……ンンッ」

「いいですよ。大丈夫です。俺が、そばにいます」

　その言葉に、掌にこもる力が大きくなった。

　押し付けられた腰の間で、花の芯が潰されてそれが快楽に直結していく。頭の中にある最後のスイッチが押されるように、彩乃は身体を硬くした。

「ン……ッ、ンンンー……ッ！」

　びりびりと駆け抜ける感覚と共に、身体の奥に熱を感じる。

　震えながら吐き出されるぬくもりに、身を震わせて声を噛み殺した。

「彩乃さん、大丈夫ですか？」

　汗ばんだ頬をそっとなぞりながら、春馬がこちらを覗き込む。

　先程までしっかりと整えられていた前髪が、汗で額に張り付いているのが見えた。

「信じられないです、仕事中ですよ……」

「俺も、驚きました。こんなに我慢がきかない性分だったとは。あなたといると、自分でも知らなかった自分に出会えますね」

　噛みしめるように言われると、まんざら悪い気持ちにはならなかった。

（私も、同じ気持ちです……春馬さんと一緒にいると、毎日びっくりすることでいっぱいです……）

　足音はもう聞こえなくなっていた。

　緊張の糸がほぐれたせいか、瞳から自然と涙がこぼれ落ちる。

　その雫を、春馬はそっとキスで拭ってくれた。

「すみません。また、無茶をしてしまいました……」

　先程まで真面目な顔で部下に指示を出していた男が、同じような真面目さで自分に気遣いを見せてくれる。

　それがなんとなく、心地良かった。

　彩乃はまだ繋がったままの身体で、そっと腕に力を込めた。

「彩乃さん？」

「動かないで。もう少し、このままでいて下さい」

　一瞬戸惑う素振りを見せた春馬だったが、すぐに両腕で腰元を抱きしめてくれる。

　あたたかいぬくもりに包まれているだけで、今すぐ眠ってしまいそうなほど安らかな気持ちになれた。

「ん？　えっ？　春馬さん……？」

　その時、下腹部に妙な感覚を覚えた。

　今まさに吐き出したばかりの春馬の熱が、再び熱くなっていくのを感じる。

「彩乃さんが、いけないんですよ？」

「ンッ……」

　口づけを落とされながら、はっきりと形を取り戻す春馬に困惑してしまう。

「なん、で……？」

　不安に染まった瞳を上げると、劣情を持て余す春馬の目と視線がぶつかった。

「彩乃さんが、こんなに可愛らしいからいけないんです」

「ふぅ、ンッ……」

　とろけるような口づけをぶつけながら、二回目の隠し事が始まった。

　埃っぽい倉庫の中には、濃密なオレンジの気配が漂っている。

　彩乃がデスクに戻れたのは、それから一時間もしてからのことだった。
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　両親へ挨拶をしたい。春馬が提案したその週末、彩乃は車の助手席に乗って神奈川県にある実家のマンションを目指していた。

　急に話をされても、母は驚いてしまうだろう。来月辺りに、会わせたい人がいると実家に連絡を取ったところ。

『そういう人がいるならすぐ連れてきなさい！　もうあんたは本当に心配させて！　シンちゃんにも連絡しとくからね！　時間は？　あら、お昼くらい食べていくでしょう？　ああ、楽しみ。ねえ、お相手の方の嫌いなものとか、アレルギーとか聞かせて頂戴！　お母さん、張り切っちゃうから！』

　シンちゃんとは、彩乃の弟である向井慎太郎のことだ。彩乃の家は、大学二生になったばかりの弟の慎太郎と母親の三人家族だった。

　矢継ぎ早にまくしたてられ、その週の土曜日に会いたいと告げられ、渋々春馬に提案したところ、彼にとっても早い方が都合が良かったのかふたつ返事で快諾されてしまった。

　そして土曜日、春馬の運転する黒の高級外車に乗って、ふたりは神奈川県の北部にある実家のマンションへやって来たのだった。

「まあまあまあ、どうも。初めまして、彩乃の母の文子と申します。本日は遠いところを来ていただき、ありがとうございます。外暑かったでしょう？　まるで夏みたいですよね今日は。あーでも晴れて良かったわぁ。ほら、彩乃。何してんの！　スリッパお出しして！」

「お母さん、落ち着いて」

　いつものように多すぎる情報量の挨拶で出迎えた母は、小奇麗な黒のロングスカートにクリーム色のシャツを合わせている。

　多分、一番新しい洋服を下ろしたのだろう。皺ひとつない衣服の様子に、母の緊張が表れているようだった。

「初めまして。志水春馬と申します。本日は、お招きいただきありがとうございます」

　春馬は、いつも会社で見かける藍色のスーツに、薄い桃色のシャツと濃いブルーのネクタイを合わせている。

「あら～、随分男前の彼氏さんね。もしかして、俳優さんか何かですか？」

「もう、お母さん！　そういうの今いいから！　すみません、お母さんちょっとはしゃいでるみたいで」

「あら、はしゃじゃ悪い？　あんたちっとも彼氏を家に連れて来ないんだもの。お母さんは今日をどれだけ楽しみにしていたか」

　そう言ってにこにこしている母は、本当に嬉しそうな顔をしている。

　その笑顔を見ていると、ちくりと胸の中に棘が刺さるような気がした。

「母さん。早く上がってもらったら？　っていうか、シチュー焦げそう」

　奥のリビングから、青いエプロンをつけた慎太郎が菜箸を手にひょっこりと顔を出した。

「あら、大変！　どうぞどうぞ！　入って下さい！」

　母は慌ただしくスリッパを並べると、キッチンへと戻っていく。

　ほっとした彩乃の背中を、春馬がそっと撫でてくれる。

　視線を上げると、優しく微笑みかけられた。

　それはまるで戦場でたったひとりの味方に会えたような、そんな心強さを与えてくれる笑顔だった。






　お正月ぶりの実家は、相変わらず明るくて賑やかだった。

　ダイニングテーブルの上には、所狭しと料理が並んでいる。

　山盛りの大根サラダにごろごろ大きなにんじんが入ったホワイトシチュー、錦糸卵がたっぷりのったちらし寿司、特製オニオンソースがたっぷりかけられた厚切りの自家製ローストビーフに揚げたての唐揚げ、鮮やかな緑色の蒸しブロッコリー。

　中でも、つやつやと輝く四角いテリーヌが、彩乃の心をくすぐる。

　アスパラとエビをゼリー寄せにしたテリーヌは、お正月やクリスマスに母が作ってくれる向井家のごちそう。彩乃の大好物だった。

「足りなかったらまだ煮物とか、トンカツとか揚げられるから言って頂戴ね！」

　うきうきと皿を並べる母は、とにかく嬉しそうだった。

「いや、こんなに食べられないでしょ。部活帰りの男子中学生じゃないんだから」

「オレもそう言ったんだけど、母さん全然聞かなくて。姉ちゃんのカレシは何が好きかわからないから、とにかく色々出してみるわって張り切っちゃって」

　慎太郎が、冷たい麦茶をコップに注ぎながらため息をついている。

　そんな姉弟の様子に、春馬も思わず笑みを零してしまう。

「食べられないものはありませんか？　母は、ちょっと強引なところがあるので、やなもんは嫌ってはっきり言った方がいいっすよ？」

「ありがとうございます。どれもとてもおいしそうです」

　自分の弟と、会社の上司がこんな会話をしていること自体、なんだか落ち着かない気持ちにさせられる。

　本物の婚約者を連れて来ていたら、こんな気持ちにはならなかったのかもしれない。

　けれど、そのことを考えないように、彩乃は明るく努めた。

「会社で、この子はどうですか？　皆さんにご迷惑をおかけしていないでしょうか？」

　昼からワインを開けたせいだろうか、饒舌な母のおしゃべりが続いている。

「ちょっとお母さん！　そういうことは聞かなくていいから！　それに、春馬さんは他部署の人だから聞いても……」

　慌てて止めに入った彩乃の手を、春馬がつんつんと指先でつついた。

　顔を上げると、妙に落ち着いた様子の春馬さんと目が合った。

「部署こそ違いますが、彩乃さんの仕事ぶりは企画部にも届いています。大型量販店などの店舗はもちろん、小さな町の文房具店にもよく顔を出し、新商品について様々な説明を丁寧にして下さるという声をよく耳にします。話しやすいから、うちの会社の新作が出ると色々聞いてつい仕入れてしまうなんて仰って下さる方もいるんですよ」

（なんで、知ってるの？）

　それは、純粋な驚きだった。

　彩乃は、営業成績がずば抜けて良いタイプではない。同僚の中には、大手の企業の備品契約などで何千万という大口の契約を取って来る者もいるが、彩乃はそういった対企業の大きな営業よりも町の小売店への挨拶周りが好きだった。

　今では少なくなった町の小さな文具店や、郊外にあるショッピングモールの店舗に顔を出し、話をする。親子二代で彩乃のことを贔屓にして下さるお客様もいる。そういう各地元に根付いた営業を重ね、時折商店街や小学校のイベントなどに協力する。彩乃のスタイルは、そういう小規模な営業を繰り返していくというやり方だった。

　あの大きな会社で、他部署の耳にまで届くほどの仕事をした覚えはない。

　それなのにどうやって調べたのか、春馬はその仕事ぶりを的確に認識していた。

（なんか、ちょっと嬉しい……）

「姉ちゃん、なんか嬉しそうだね。やっぱ、カレシに褒められると嬉しい？」

「慎太郎、ちょっと黙ってて」

　いつもの姉弟のやり取りに、春馬も目を細めている。

　その様子を、母は穏やかな表情で見つめていた。

　はしゃいでいる母のおかげで、食事は終始明るい雰囲気に包まれていた。

　初めての顔合わせは、滞りなく過ぎていった。






　大丈夫と言ったにも関わらず、母と弟はマンションのエントランス前まで見送りに来てくれた。

　大量のごちそうにお腹も満ちて話も弾み、辺りはすっかり日が暮れて夜になっていた。

「今日は本当にありがとうございました。お料理、本当に美味しかったです」

　春馬の言葉にまだ少し頬が赤い母が、急に真面目な表情を浮かべた。

「うちは見ての通り、わたしの腕一本で育てて来た騒がしい家族です。そそっかしいところもあるけれど、大切な娘です。志水さんのようなしっかりした方が、そばに居て下さるのは本当に嬉しい。娘をどうぞよろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げる母の姿に、胸の中がじんと熱くなった。

（お母さん……）

「よろしくお願いします」

　母に見送られながら、春馬はゆっくりと車を発進させた。

　遠ざかっていく背中に、母は何度も何度も手を振っている。それは車が見えなくなるまでずっとずっと続いたのだった。






　夜の高速道路を、車は都内に向けてまっすぐに進んでいく。

　カーオーディオから流れるのは、九十年代に流行ったハリウッドムービーの主題歌だ。

　死んだはずの恋人が、幽霊になって帰ってくる。そんな切ない恋愛映画のメインテーマに使われた曲。しっとりと歌い上げるＲ＆Ｂが、この気怠い帰路にはよく似合っている。

「今日は、ありがとうございました。こんな遠くまで、来ていただいて」

「いえ、とても楽しかったです。彩乃さんは、あんなお母様の元で生活されていたんですね」

「すみません、騒がしくて……」

「いえ。言葉足らずでしたね。ああいう素敵なご家族の中で、育ったんですね」

　ちらりと横目で視線を合わせながらそんな風に言われると、どう反応すればいいかわからない。

　ただ、自分の家族が褒められるのは、悪い気持ちにはならなかった。

「俺も、あんな家族に生まれたかったです……」

　ぽつりと溢れるように、春馬の口から小さな言葉が紡がれた。

　真っ直ぐと道路を見据える春馬の横顔に、なぜか胸がざわついた。

　遠く、冷たく、鋭い視線が、じっと目の前の暗い空を見つめている。

　その真剣な横顔が、なぜか泣いているように思えた。

「そ、そういえば、次は春馬さんのご両親にご挨拶に行かないといけませんね」

　重い空気を切り替えようと、彩乃はわざとらしいくらい明るい声を出した。

　しかし、空気は軽くなるどころか、むしろ一段階暗く重たく質量を持ったように感じた。

「それは、折りを見て。必要であればお願いすることもあるかもしれませんね」

「えっ……？」

　はっきりと濁された言葉を、それ以上追求する気持ちが起きることはなかった。

（私、何か地雷を踏み抜いちゃったのかな……）

　ここまで順調過ぎるくらいに順調だったから、油断していた。

　冷静に考えてみれば、彩乃はほとんど春馬のことを知らないということに、改めて気づいてしまった。

（まあ、偽装結婚でそこまでお互いのことを知らなきゃいけない理由はないけど……）

　助手席の窓ガラス越しに、そっと春馬の横顔を見つめる。

　後部車両のヘッドライトがミラーに反射して、美しい頬のラインを浮かび上がらせている。

　その淋しげな瞳を見ていると、胸が押しつぶされるような気持ちになった。

（少しでもいいから知りたいって思うのは……契約の範疇外なのかな）

　ぐるぐると大きく回るカーブを感じながら、彩乃は心に芽生えた感情に名前をつけることができなくなっていた。

「明日は、予定はありますか？」

　明日は、日曜日だ。

「いえ、特には……」

「そろそろ、同棲に向けて必要なものを揃えておいた方がいいと考えています。引っ越しはまだ先になると思いますが、うちはとにかく何もないので。家具などは持って来るか、新しく購入するか決めて早めに手配しておいた方がいいかと思います」

「確かに、春馬さんのお部屋なんにもなかったですもんね」

　思い出すのは、ぼんやりと朝日に包まれたおいしい朝食の光景。

　しかし、寝室もリビングもこれといって目立ったものは置かれていなかった。

　最初は、モデルルームか何かかとさえ錯覚するほど、春馬の部屋には何もなかったと記憶している。

「部屋のサイズも、きちんと見ておいた方がいいと思います」

「確かに。そうですよね。でも、お休みの日に部屋を計るだけでお邪魔するのは、ちょっと気が引けるというか……」

　それでなくても先週末の土日もずっと一緒で、なんだか春馬の休日を邪魔しているような気がする。

　今日も、自分の家族に会ったばかりで疲れているはずだ。また来週にでもお邪魔させてもらおう。

　そんな風に考えていると、春馬がおもむろに唇を開き、ゆっくりと提案を口にした。

「……なら、これから来ますか？」

「えっ……？」

　通り過ぎていく車が、フオンと低いエンジン音を上げた。

　ごとりごとりと規則的に響く道路の振動も、眩しいテールランプの灯りも、何も頭に入って来ない。

　ただ、少しだけ怖い顔で甘い誘いをかけてくる春馬を、拒む理由を見つけることはできなかった。

　車は夜の高速道路を、ゆっくりと東へ向かって進んでいく。

　ナビに設定された行き先の経由地を無視して、車はゆっくりとあの何もないタワーマンションの一室を目指していた。






　窓の外には、溢れるような都会の夜景が広がっていた。

　オレンジにライトアップされた電波塔の輝きと、星屑のように白く広がる景色に、昼間とは違う寂しさを感じるのは自分だけなのだろうか。

「少し、疲れましたね。あたたかいものを淹れましょうか」

「お手伝いします」

「いえ、それよりお部屋を見てみて下さい。廊下を出た、寝室の前にある部屋がまるまる開いていますから」

　春馬はそう言って、キッチンの引き出しからブルーのメジャーを取り出すと、それを彩乃に手渡した。

（まあ、見るだけなら……）

　彩乃はメジャーを受け取ると、恐る恐る廊下へ進み出た。

　広い廊下には、先日使わせてもらった寝室への扉とバスルームの扉、それからトイレの他にもうひとつ、柔らかな木の木目が美しいオーク材の扉がある。

　そっとドアノブに手をかけ、彩乃は中を覗き込んだ。

「すごい……」

　目の前にリビングとは違った夜景が広がる、大きな窓が飛び込んで来た。

　きらめく夜景の向こうにかかる、大きな白い橋。地平線の向こうまで真っ黒な影に覆われているのは、そこが海になっているせいだろう。

（こっちは、海側なんだ……）

　しかし、その美しい夜景よりも、ため息が漏れそうな別の景色がそこには広がっていた。

「信じられない。本当に、何もないのね……」

　八畳ほどの洋室は、恐らく今彩乃が住んでいるアパートの部屋と同じくらいか、少し広いくらいだと検討がついた。

　驚くべきはその洋室に、なんの家具も置かれていないことだった。

　ものらしいものといえば、開け放たれたクローゼットの中に、数着のコートとスーツが下がっているくらいだ。

　クリーニングから返ってきてそのまま入れたという様子の冬物衣類だけが、八畳の洋室に置かれた春馬の全てだった。

　よく考えれば、春馬には未だに謎が多い。

　いち企業の会社員が住めるとは思えない広いタワーマンション、ひとりには有り余る部屋、極端に物を持たない性格、そのくせ結婚相手は今すぐに欲しがる。

　どこかアンバランスな春馬のことが、頭の中にこびりついて離れない。

「彩乃さん？」

「は、はい！」

　部屋の中でぼんやりと佇んでいると、背後に春馬が佇んでいた。

　ほんの数分と思っていたけれど腕時計に目を落とすと、いつの間にかこの部屋に来てからもう十五分も経過していることに気がついた。

「計測は終わりましたか？」

「あっ、はい……私の部屋より広いから、今の私物を全部持って来てもあまるくらいだと思います」

「それは良かった。お茶が入ったので、どうぞリビングへ」

　先にリビングへ戻る春馬に続いて、彩乃も部屋を出た。

　なんとなく、まだ時間の感覚が狂ってしまったような気持ちで、足取りがおぼつかない。

　まるで、孤独の牢屋の中に繋がれているみたいな、そんな空っぽの気持ちになる家だと彩乃は思っていた。

「わぁ、すごい！」

　仕切りのないシステムキッチンの前に設置されたカウンターにつくと、春馬は角砂糖にライターで火を灯した。

　ふわりと甘い香りが広がり、紅茶の中に炎が沈む。

　間接照明で彩られた薄明かりの部屋の中で、ブルーの炎が鮮やかに散っていく。

　ティーロワイヤル。角砂糖にブランデーを染み込ませたものに火をつけて沈める、派手な飲み物だ。

「春馬さんって、おうちでいつもこんな風に紅茶を飲むんですか？」

「まさか。唯一のかくし芸です」

「唯一なんて、謙遜です。企画部期待のホープじゃないですか」

「それは……どうでしょうね」

　ふいに、春馬の表情が曇った。

「俺は、表情でわかりにくいところがあるので、気を使っても失敗に終わることが多くて。こういう小手先の一発芸に頼らないと、楽しませられないと思ったからやってみただけです」

「そんなことありません！」

「えっ……？」

　思わず、強い音を発してしまった。

　春馬は驚いたようで、目を丸くしている。

「課長は仕事ができて、みんなが尊敬してます。課長の提案した製品が人気なのは、課長が人を喜ばせたってことだと思います！　それに、部下のこともちゃんと見てるし、今日だって私のこと褒めて下さって、すごく嬉しかったです」

　昼間、母の前であんな風に褒められて、驚いたけれど嬉しかった。

　自分の仕事を見てくれる人がいるということが、こんなにも嬉しいことだったのかと彩乃は実感した。

　そんな嬉しい言葉をくれた人が、今目の前で謙遜を通り越した言葉を吐いていることが、なんだか寂しくてやるせなかった。

「ありがとうございます」

　ふふっ、と小さく微笑む春馬に、彩乃はやっと我に返った。

「あっ。わ、私、大きな声出しちゃいましたね……つい、熱くなっちゃって。すみません」

　感情的になってしまったのが恥ずかしくて、彩乃は俯いた。

「ひとつ、聞いてもいいですか？」

　声をかけたのは、春馬だった。

「なんですか？」

「彩乃さんはどうして、婚活なんてしようと思ったんですか？」

　突然投げかけられた質問に、まだ乾いていない傷口を撫でられたような気持ちになった。

　しかし、大したことではないその理由を、今更隠すのも馬鹿馬鹿しい。もう終わった過去のことなのだ。そう、これはもう笑い話なのだ。

「失恋ですよ」

　なるべく明るく聞こえるように、彩乃は言葉を紡いだ。

「付き合っていた恋人に、いきなりメールでふられたんです。結婚もちょっと考えてた相手だったのに、一方的にブロックされて……あはは、笑っちゃいます、よね……」

　震える声が、隠しきれない。

　そんなことで泣きたくなかった。楽しい記憶なんて、思い出したくなかった。

　笑い話にして、済ませてしまうはずだった。

　それなのに、過去を少し口にするだけで楽しかった頃の思い出が次々に頭に蘇って来て、それがもうここにはないのだと意識した瞬間、彩乃の頬を涙が伝った。

「彩乃さん」

　腕が、彩乃の身体を抱き寄せた。

　オレンジのコロンが、鼻をつく。その香りに涙が染み込んでいく。

　彩乃は静かに泣いた。春馬の腕は、とてもあたたかかった。

（そっか。私、失恋してからまだ泣いてなかったんだ……）

　そんなことに気づかないほど、彩乃のここ数週間は激動の日々だった。

　きちんと泣かなければ、新しい明日には進めないのかもしれない。

　ほっと落ち着いてみると、胸の中は妙にすっきりとした気持ちで満ち足りていた。

「もったいないことをしたね」

　彩乃の涙が和らいだのを見計らっていたかのように、春馬が小さく零す。

「もったいない？」

「彩乃さんみたいな素敵な人をふるなんて、もったいないことをする若者もいるものだと思ったんです」

「春馬さん……」

　顔を上げると、優しい微笑みを浮かべた春馬と目が合った。

　春馬は彩乃の右手をそっと取ると、手の甲に口づけを落とした。

　こんなに素敵な人、と念を押すように、はっきりと優しい唇が降りてくる。

　引き寄せられるように、彩乃は自分から春馬の唇に自分の唇を重ねていた。






　口づけを交わしながら、もつれるように移動した。

　くっついては離れて、引き寄せられては脱がされて、足元には点々と服や下着が続くように落とされていく。

　まるで、ヘンゼルとグレーテルのパンの目印みたいだ。

「あ……っ」

　身につけていたものを全て剥ぎ取られ、ベッドの上に押し倒された。

　生まれたままの姿に直接当たるシーツが、ひんやりと冷たい。

　けれど、寒さを感じている余裕など、一瞬もなかった。

「ンッ……ふっ……」

　嵐のように激しい、ぶつけられるような強引な口づけが彩乃の身体にすぐに熱を注ぎ込んでくれる。

　春馬の唇がちろりと口内を嬲り、掌がそっと身体の線に沿って降りていく。

　撫でるように、指先がこちらを探って来る。大きな掌が触れる度、身体が反応する。

　ネクタイを投げ捨てるように外し、眼鏡を取った春馬の目は、暗闇の中でいつもよりも熱っぽく潤んでいる。

「綺麗だ、彩乃さん」

「眼鏡ないのに、わかるんですか？」

　からかおうとした言葉に引き寄せられるように、春馬の顔が近づいた。

「近づけば、わかります」

「ンッ……」

　言葉でくすぐるように低い声を潜め、春馬の唇がキスを落とす。

　息を塞ぎながらその手は、ゆっくりと太ももの辺りをなで上げてくる。

　ざわざわと波が立つように、肌が震えるのがわかる。

「触っても、いいですか？」

「聞かないで下さい……そんな、こ……と……」

　言葉が途切れるより早く、春馬の指先が果芯に触れる。熟れた果実に沈むように、身体が春馬の指先を静かに飲み込んでいく。

「可愛いです、彩乃さん」

　恥ずかしい言葉に、いやいやするように彩乃は首を横に振った。

「いいんですよ。もっと、素直に。声を出して下さい」

「んっ……っ……」

　孔内をまさぐる指先に、唇を噛んで声を押し殺す。

　そんなやせ我慢の姿さえ、今の春馬には刺激になっているようだった。

　春馬は軽く上体を起こすと、唇をどんどん落としていく。

「あっ……」

　首筋、肩口、鎖骨、胸元。敏感な部分にはあえて触れることなく、軽くかじりつくように歯をたてながら、春馬の唇が下へするすると下りていく。

　脇腹、太ももの付け根、そして内側にたどり着く頃、彩乃の小渓は溢れる蜜を押さえきれなくなっていた。

「欲しいですか？」

「いや……意地悪、です……もぉ……っ」

　恥ずかしさで顔を覆う彩乃に、容赦なく指が突き立てられる。

「あぁ……ンッ……ッ！」

　舌先が、花の芯に触れ身体が跳ねた。

　春馬の指が与える刺激と、這い回るような唇の愛撫に容赦なく身体が追い詰められていく。

　サラサラの前髪がお腹に触れ、そんな些細な刺激さえ今の彩乃には毒のようにじわじわときいてしまう。

「いいですよ。もっと、もっとよくなって下さい……」

　とろけるような甘い声が重なって、指先の動きが少し早くなる。

「いいっ……駄目、気持ち良すぎます……っ」

「もっと、もっと感じて。感じた顔を見せて下さい」

「んん……っ、やぁ……、駄目……っ」

　抵抗したいのに、内側を擦られると力が入らなくなって来る。

　腰の辺りに熱が溜まって、やりきれない気持ちで身体を捩る。

　春馬の腕がしっかりと腰を抱き寄せ、上体が少し上に這い上がり胸元に唇を寄せた。

「ひゃぁ……んっ！」

　敏感になっていた尖りを口に含まれ、悲鳴のように声を上げた。

　跳ねる腰を押さえつけながら、くちゅくちゅと淫らな音をたてて身体をかき回されると、目の前がちかちかして来る。

　唇と指先、両方から来る熱に春馬の吐息が重なって、終わりが近づく。

「イ……イクッ、イキ、ます……っ」

　悲鳴のような声を上げながら、彩乃は必死に春馬のシャツを握りしめた。

　顔を上げた春馬が、しっかりとその背中を抱き寄せてくれる。

　刺激され続ける下腹部に熱がほとばしり、彩乃は雷鳴を受けたように果てた。

「はっ……はぁ……っ、……っ」

　肩で息をする彩乃の身体から、ゆっくりと指が引き抜かれた。

「ア、ん……ッ」

　ぐっしょりと濡れた脚が、刺激の強さを物語っている。

　背中を支えていた掌が、空気を求めて震える頬をそっと撫でた。

「足りない……もっと、欲しいです」

　切なげな春馬の瞳が揺れている。

「もっと、もっと下さい……」

　水を求めるように、彩乃は自ら腕を伸ばし唇を重ねた。

　春馬はキスを返し、彩乃の身体を軽く持ち上げるとそのままうつ伏せに身体を返させた。

「春馬、さん……」

　腰の辺りを引き上げられ、柔らかな部分に後ろから熱が押し当てられるのがわかった。

　もうこれ以上我慢できなくて、彩乃は自ら腰を揺らす。

　しかし、濡れた秘帯はつるりと春馬の先を滑っていく。

「本当に可愛いですね、彩乃さん」

「あっ……」

　なだめるように腰を支え、春馬の熱がようやく身体の中に沈められていく。

「ンンンッ……！」

　待ちかけたように、内側がぐずぐずと春馬を飲み込んでいく。

　指とは違った大きな刺激に、彩乃は喉を鳴らして身体を支えた。

　敏感になりすぎた肌が、尽きることなく彼の熱を求めている。

　その欲望に応えるかのように、春馬はゆっくりと奥の方を埋めていく。

「いっ……ンッ、これ……すご、い……っ」

　後ろから貫かれているせいか、いつもより過敏にその刺激を受け取ってしまう。

　果てたばかりの肌が泡立ち、どこまでも飲み込もうと脚を揺らす。

「そんなに可愛くされたら、手加減できませんよ」

　掠れた声に突き動かされるように、春馬の動きが激しくなった。

「あっ、あっ……いっ、い……っ、春馬さ……っ」

　部屋に響く肉のぶつかり合う音が、羞恥と快楽を混ぜ、次の終わりを引き寄せる。

「お腹、とろけちゃいます……ンッ、ンンッ……！」

「溶かして下さい。もっと、もっとあなたを感じたい」

　奥をかき混ぜられながら、優しい言葉に頭の中まで優しく抱かれているような気持ちになった。

「壊れちゃう……もう……駄目……っ」

　苦しそうな吐息と共に、春馬の最初の熱が身体の内側に染み込んでいく。

　身体の中で、春馬が震えているのがわかった。

　その汗ばむ肌に触れているだけで、愛しさでたまらなくなる。

「あぁ……ぁ……っ」

　喘ぎながら呼吸を求め、ぐったりとうなだれる背中に、ちゅっとキスが落とされた。

「彩乃さん……」

　叫び疲れて力が入らないはずなのに、名前を呼ばれると嬉しくて腕を伸ばしてしまう。

　くるりと身体を返しながら、彩乃は春馬に口づけた。

　じっくりと味わうように唇を重ねる春馬のキスは、どれだけ口にしても飽きない魔法の薬みたいだ。

　しっとりと湿ったシーツの上で何度もキスを交わしていると、春馬が再び熱を取り戻していく。

　脚の間に触れる感触に、彩乃の胸も再び高鳴っていく。

「駄目だ。今日はまだ、寝かせられそうにない」

「いいです。春馬さん、もっと……」

　甘くねだる声に、春馬が噛み付くようなキスを浴びせた。

　こんなにも重なっているのに、どうしてもっと欲しくなるのか。彩乃にはもう、理解できなかった。

　かじったり、おしたり、ひきずられたり。

　ふたりは夢中で、互いの身体を貪りあった。

　声も枯れどちらの汗なのかもわからなくなって、何度目かの絶頂の中で彩乃が意識を手放したのは、空がぼんやりと明るくなった頃だった。

　終わってしまった夜が切なくて寂しくて、彩乃はしっかりと春馬の手を握りしめたまま眠りに落ちていく。

　そんな彩乃の心を見抜いているのか、春馬はそっと大きな掌で彩乃の手を握り返してくれる。

（どうしてこんな素敵な人が、偽装結婚なんてしないといけないんだろう……）

　散々壊された思考が、最後に思い出すのは、車の中で見た春馬の冷たい横顔だった。

　こんなにも近くにいるのに何も知らない自分が空っぽの人形になったようで、けだるい身体をひとりで抱きしめているような気持ちになる。そんな夜だと彩乃は思った。
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「見て下さい、彩乃さん。これなんかどうですか？」

　そう言って突き出されたのは、巨大なうさぎの抱きまくらだった。

　ほっそりとした縦長のうさぎに、申し訳程度のつぶらな瞳がくっついたこの店のオリジナルキャラクターらしい。

「だ、抱きまくらより、普通の枕が欲しいのですが」

「そうでしたね。しかし、これも可愛いですよ？　おひとつどうですか？」

「今日は、遠慮しておきます」

　春馬は、残念そうにうさぎの抱きまくらを元の棚に戻した。

　だらりと垂れた耳が、寂しそうに見えてしまうのはなぜだろう。

　若干の心残りを引きずりながら、彩乃は寝具売り場にやって来た。

　結局、ぐずぐずとベッドの中にこもって、目が覚めたのは午後一時を回る頃だった。

　せっかくだからと昼食に誘われ、軽く千葉の方までドライブをして、おいしいお蕎麦を食べた。

　せっかくだからとアウトレットに立ち寄り、新しい洋服と靴を買い与えられた。

「マンションに置いておいていいですよ。着替えを取りに戻るのも、大変でしょう？」

　当たり前のことのようにそう言ってくれる春馬に、少なからずときめきを覚えるのは無理のないことだと彩乃は思う。

　ついでだからと、春馬は家具を覗きに行こうと誘ってくれた。

　買ってもらったばかりのブルーストライプのワンピースのせいだろうか、今日は足取りがなんだか軽く感じる。

「箸と、コップと……お茶碗も必要ですよね」

「そんなに買うんですか？　先日お邪魔した時にお借りしたものを使わせていただくとか、あっ私の家から持って行くものを使うのでもいいと思うんですけど」

　いくら払ってもらえるからと言っても、なんでも新品にするのは気が引けてしまう。

　ただでさえここまで服や靴を買ってもらっているのだから、必要なものを最低限購入すればいいのではないかという思いがあった。

「駄目ですよ」

　しかし、春馬は顔を近づけて微笑んだ。

「新婚、なんですから。新しいものを用意しないと」

「は、い……」

　春馬さんはそう言って、マグカップや箸茶碗をかごに放り込んでいく。

　それもきっちり、ふたつずつ。

「あ、本棚を見てもいいですか？　私の家のやつ、もう古くて。裏のベニヤがべろっと剥がれちゃってるんです。もう枠だけでギリギリ自立してるって感じで」

「それは……怖いですね。新しいものを買いましょう。それから、ラグもあった方がいいでしょう。スリッパも新しいものを買いましょうか」

「なんだか、春馬さん楽しそうですね」

「言われてみれば……なんだか妙にうきうきとした気持ちです。買い物が楽しいなんて思うのは、初めてかもしれません」

　そんな言葉を口にする春馬は、本当に楽しそうに見えた。

　新婚だなんて大げさだと感じたけれど、こんな風にふたりで生活の準備をするのは、なんだかとても幸せなことのように思えた。

「おや？」

　その時、春馬がふと立ち止まった。

　ポケットからスマホを取り出して、画面をじっと見つめている。

「電話、ですか？」

　震える液晶画面を見る春馬の目は、ぎょっとするほど鋭く冷たくなっている。

（なんだろう？　こんな怖い顔をするなんて……）

「……彩乃さん、すみません。仕事の電話のようです。あっちで電話に出てくるので、この辺りで待ってていただけますか？」

「はい。どうぞ、ごゆっくり……」

　そう言って、春馬は店の外へ消えていった。

（確かに、日曜日に仕事相手から電話がかかってきたらあんな顔になるか。でも、それにしても……）

　とても冷たい春馬の瞳は、彩乃の心をざわつかせた。

「失礼します」

「えっ……？」

　振り返ると、目の前に初老の男性が立っていた。

　黒の三つ揃えのスーツに、ワインレッドのポケットチーフをさした老紳士だ。髪には白いものがまじり、口ひげもグレーに染まっている。どことなく、英国紳士という単語が似合う紳士は、混雑する店内でなんとなく浮いていた。

「あっ、すみません。私、邪魔ですね。どうぞ……」

　自分がいるせいで棚が見られないのだと思った彩乃は、そそくさとその場から逃げようとした。

　しかし。

「向井彩乃様ですね？」

　はっきりと名前を述べられ、足が止まった。

「どうして、私の名前を？」

　どこかで会ったことがある人なのだろうか。営業先か、取引相手か。

　けれど、いくら考えてみてもその老紳士に覚えはなかった。

「旦那様がお呼びです。一緒に来ていただけますか？」

「えっ？　そんなこと言われても……」

　一歩下がった彩乃の両脇を、同じく黒いスーツの男が取り囲んだ。

（何、これ……）

「これは、志水しみず和博かずひろ様のご命令です」

「志水……って、まさか……」

「志水春馬様の、お父様です」

　老紳士の言葉に、背中に冷たいものが流れた気がした。

　今までまったく見えなかった黒い影がゆっくりと背中を包み込むような、そんな嫌な予感がする。

「春馬さんの、お父様……」

　両隣を固めていたスーツの男たちが、体を押し出すように前に進み出た。

　嫌とは言わせない。そういう空気を、老紳士の笑顔から感じ取る。

「……わかりました、行きます」

「ありがとうございます。では、車を待たせてありますのでこちらへ」

「でも、春馬さんがまだ戻って来ていないんです。それを待ってから……」

「大丈夫です。春馬様には、あとから合流するようにお伝えしていますので」

「そう、なんですか？　じゃあ……」

　男たちに挟まれるようにして、彩乃は店を出た。

　先程まで晴れていた空が、今はなんだか黒い雲に覆われている。

　今にも雨が、降り出しそうだった。






　用意されていたのは、黒塗りの大きな外車だった。運転手付きの後部座席に押し込められると、老紳士は前の助手席に乗り込んだ。

　ふかふかのソファのような座り心地は、それだけで十分に高級車だと理解できた。走行中にも揺れはほとんど感じない。

（こんな車を使うなんて、春馬さんのお父様って一体どういう人なの……）

　なんの説明もされないまま、車は高速道路を西へひた走った。

　新宿出口から一般道へ下り、十分もかからない場所で車は静かに停車した。

　そこは、予想だにしていなかった場所だった。

「ここ、病院……？」

　それは、心臓外科で有名な大学病院だった。

　よく政治家や有名人が手術をして、ニュースになることが多い場所なので、彩乃にも見覚えがあった。

　老紳士は、正面玄関からは入らず裏口へと彩乃を案内した。そこには、専用エレベーターが設置されている。

　重力を感じない箱に乗せられ開いた扉の先は、病院とは思えない豪華でホテルライクな内装だった。

　キャラメル色の木製の壁に、風景画が並んでいる。一見すると美術館のように、静かで明るい空間が広がっていた。

　カーペット地の廊下には、等間隔にスーツ姿の男性が配置されている。彩乃をここへ連れて来た男たちと同じ格好だ。男たちは皆、無遠慮に彩乃の姿をじろじろと睨みつけている。それがこの人たちの仕事なのだと気づくまでに、そう時間はかからなかった。

「失礼します」

　老紳士が、一番奥の扉を軽くノックした。

　開かれた大扉の先には、思いもよらぬ人が待ち受けていた。

「やあ、来てくれましたか」

　最初に声を出したのは、ドアのすぐ近くに立っていた男性だった。

　黒いスーツに身を包んだ男性は、他の警備担当者とは明らかに違った風格を持っていた。

　歳は五十代くらいだろうか。白いものが交じる髪はきっちりと固められセットされている。微笑みの中に浮かぶ白い歯、手首に巻かれたシルバーの時計は有名な高級ブランドのものだ。ネクタイもスーツも靴も、身につけているものは何もかも一流のそれだと一見して理解できた。

　しかし、何よりも彩乃を驚かせたのは、その男性の容姿そのものだった。

（この人……春馬さんに似てる）

　背格好こそ低いが、目元の雰囲気が春馬に驚くほどそっくりだ。

　そして、部屋の中にはもうひとり、その男性に似た人が存在していた。

「あら、お客様？」

　細い声でそう言ったのは、正面の大きなベッドに体を横たえた、ひとりの婦人だった。

　寝間着用の白い浴衣に身を包み、柔らかく微笑むおばあちゃん。その人もまた、春馬に、いや、目の前のスーツの男の目元によく似た目をしていた。

「彼女は、向井彩乃さん。春馬の恋人なんですよ」

　男はいきなり彩乃の背中を支え前に押し出しながら、その婦人に紹介を始めた。

（私の名前を知ってる……ってことは、やっぱりこの人が春馬さんの……）

　訝しげな顔で見上げる彩乃に、男は笑顔を向けた。

　その微笑みを見た瞬間、彩乃の背中が凍りつくような感覚に襲われた。

　柔和そうな微笑みは、何か大きくて淀んだものを内包している気がする。

　男の目は、ひとつも笑っていないように思えた。

「そう、春馬さんの。もっと近くにいらして、よくお顔を見せて頂戴」

　戸惑いながら彩乃は、恐る恐る婦人の前に歩み出た。

　すみれの花のような甘い香りがした。

　彩乃は、そっとベッドの隣に跪くと話しやすいようにと顔を上げた。

　婦人は、彩乃をここへ連れて来た老紳士に背中を支えられ体を起こした。

「ごめんなさいね、こんな格好で。もうずっと肺臓を悪くしていて入院しているの」

「そうだったんですか……あの、寝たままでも大丈夫です。無理なさらないで下さい」

「あら、ふふっ。優しいのね。うちの子たちは、そんなこと言ってくれたことがないのよ」

「酷いなお母さん。わたしも、いつも心配しているんですよ。だからこうして、見舞いに来たんじゃないですか」

　背中から、春馬そっくりの声が聞こえてくる。

（お母さんっていうことは、この人は春馬さんのお祖母様……？）

　だんだんその場の人間関係が見えてきた気がする。

　けれど、どうして自分がここに連れて来られたのか、その理由がさっぱりわからなかった。

「春馬さんにも、こんなに優しくて素敵な恋人ができたんですね。嬉しいわ」

　そう言って婦人は、乾いた咳を零した。

「だ、大丈夫ですか？」

　彩乃は、とっさに婦人の背中に手を添えていた。

　小さな背中は、力を入れたら折れそうなほどに痩せていた。

「ごめんなさい。今日は久しぶりにたくさんお客様が来て下さったから、はしゃいでしまったみたい。ありがとう。お会い出来て嬉しかったわ。また是非いらして頂戴な」

「はい……」

　どんな顔をして答えればいいのかわからず、彩乃は静かに頷くことしかできなかった。

「それではお母さん、また来ますね。行きましょうか、彩乃さん」

「は、い……」

　男性に背中を押されて、彩乃は病室をあとにした。

　婦人は、彩乃が部屋を出るまで手を振って見送ってくれた。

　穏やかな光景のはずなのに、なぜか心の中に真っ黒な泥が溜まっていくような気持ちになった。






　扉が締め切られると同時に、彩乃はその場に立ち止まり振り返った。

　大きな病室の扉の前に、春馬によく似た男が立っている。

「これは、どういうことなんですか。説明して下さい。春馬さんのお父さん」

　廊下に立つスーツたちが、一瞬身構えるような動きを見せたが、男が手を挙げたことですぐに元の位置に戻った。

「なぜわたしが春馬の父だと？」

「目元が、よく似ています」

「なかなか察しのいいお嬢さんですね。自己紹介がまだでした、春馬の父の和博と申します。初めまして、向井彩乃さん」

　初めましてと言うわりに、男に紹介することなど何もないように思えた。

　和博は、既に彩乃のことをよく知っている。そんな気がしてならなかった。

（この人、やっぱり目が全然笑ってない……）

　形だけは笑顔を作っている和博の異様な威圧感に、彩乃はぎゅっと拳を握りしめた。

「貴女とは、一度ゆっくり話をしてみたかったんです」

（駄目だ。この人と、これ以上話しちゃ駄目な気がする……）

　体中が、目の前の男と話すことを拒否している。できることなら、今すぐに逃げ出してしまいたい。

　そんな風に思わせる何かが、男の体から放たれているような気がした。

　指先が冷たくなっていくのを感じる、けれどその場から逃げる理由も動く気力も彩乃の体から抜け落ちている。

　どうすればここから逃げ出せるのか、この男の笑顔の前から抜け出せるのか、必死で考えていたその時だった。

「困りますね、こういうことをされては」

「えっ……」

　肩が、後ろに引き寄せられた。

　バランスを崩した背中を、オレンジの香りが支えてくれる。

　顔を上げると、そこには春馬が立っていた。

「春馬、さん……」

「すみません、遅くなって。大丈夫ですか？　彩乃さん」

　質問に、彩乃は必死に頷いてみせた。

　春馬の姿を見ただけでなんだか安心して、涙が溢れそうになった。

「久しぶりだな、春馬。お祖母様に挨拶はしていかないのか」

「あなたがいない時に、改めて来ます。帰りましょう、彩乃さん」

　春馬は彩乃の肩を抱き、踵を返した。

「待ちなさい」

　低く命じる声が、春馬の足を止めた。

「お前に、恋人が出来たという噂を耳にしてね。ご挨拶をと思っただけだよ」

　穏やかな声色に、緊張の糸が張り詰めていくようだった。

　春馬は彩乃の肩を抱くと、振り返ることなく歩き始めた。エレベーターに乗り込むと、無言のままにボタンを押す。

　閉まっていく扉の隙間で、和博は彩乃と視線を合わせた。

「お嬢さん、また会いましょう」

　ぞくりとするほど冷たい声が、エレベーターの扉の向こうへ消えていく。

（怖かった……）

　まだどきどきと嫌な鼓動をたてる胸を押さえながら、春馬に礼を言っていないことを思い出した。

「春馬さん、ありがとうご……」

　ざいました。と続くはずの言葉は、ぴたりと止まった。

　エレベーターのパネルをじっと見つめる春馬は、眉を寄せ怒りに震えているようだった。

　ざらりと喉を締め付けるような威圧に、はっきりとふたりが親子であることを彩乃は感じていた。

　病院の前には、春馬の車が停車してあった。白線よりもやや曲がった停車位置に、春馬の焦りが垣間見えるようだった。

　助手席に彩乃を乗せ、車は無言のままに発進した。

　外は夕暮れの美しい橙色に包まれている。

　それなのに、外の景色の美しさを語る余裕など、一ミリも残されていないように思えた。

　重苦しい空気を乗せて、車はゆっくりと駐車場から抜け出していく。

　煌めいている空とは裏腹に、彩乃の心はただただ重くざわついていた。






　お台場の外れにある倉庫街で、車はようやく停車した。

　夜の倉庫街は、ぽつりぽつりとオレンジの街頭が並ぶだけで全体的に薄暗く、どこか寂しげな場所に思える。

　エンジンを落とした車内には、恐ろしいほどの沈黙が詰め込まれている。

　耳を済ますとかすかに聞こえる波の音と、目の前に広がる漆黒の夜の海は、彩乃を動揺させるには十分な重さを持っていた。

「何を、言われたんですか」

　沈黙を破ったのは、春馬だった。

　視線を彩乃に移すことなく、春馬は正面の暗い海を見つめている。

　何か言われたと決めつけている春馬の声には、怒気が含まれているように思えた。

「何も……ただ、お祖母様のお見舞いをさせていただいただけです」

「祖母に会ったのか……」

　ようやくこちらを振り返った春馬は、明らかに動揺しているようだった。

　見開いた瞳を伏せ深くため息をついた春馬は、助手席の彩乃の手の上にそっと自分の掌を重ね握りしめた。

「すみませんでした」

　零れたのは、力ない謝罪だった。

「どうして、春馬さんが謝るんですか？」

　確かに、少し強引な初対面だった。

　しかし、それが春馬の仕組んだことではないことくらい気づいている。

「父から電話がかかってくるなんておかしいと思ったんです。あなたの傍を、離れるんじゃかった……」

「あっ……」

　伸ばした腕が、彩乃の肩を抱き寄せる。

　ぎゅっと正面から抱きしめられた腕は、微かに震えているように思えた。

「春馬さん……」

　彩乃はそっと背中に手を添えた。

　あたたかな掌のぬくもりに、春馬も少し落ち着きを取り戻したのか、改めて優しく彩乃の体を抱きしめた。

「あの、聞いてもいいですか？　春馬さんのお父様って、一体……」

　ずっと疑問だった。病院でのあの厳戒態勢、有無を言わさぬ威圧感、春馬の住むマンションの豪華さ、時折見せる冷たい瞳、その全てがひとつの場所で繋がっている気がした。

　春馬はそっと体を離すと、彩乃の手を握りながら頷いた。

「志水ホテルコンサルタントという財閥グループを、ご存知ですか？」

　確かに、そのグループ企業の名前には、聞き覚えがあった。

　それは、国内産大財閥のひとつと呼ばれる、志水グループの代表企業の名前だ。

　ホテル、食品輸入、レジャー施設から精密部品の研究製造、金融機関の運用まで手広く展開する大企業。

　そして同時に、どうして今まで気づかなかったのだろうという思いが、彩乃の中にこみ上げてきた。

　志水グループ。ありきたりなように思えて珍しいグループ名と、同じ苗字の人間を彩乃はよく知っている。

「父は、そこの現代表取締役です」

「そう、だったんですか……」

「祖父がグループの創設者で、現在は祖母がいくつかの企業で会長職を兼任している段階なんです。しかし、去年入院してからは後継者の手続きに追われているようで」

　確かに、あれだけの大企業ともなれば、色々と庶民にはわからない気苦労も多そうだ。

「じゃあ、春馬さんも会社を辞めていつか志水グループの役職に……？」

「いや、俺は、興味がないんです。あの人たちの権力やお金に。高校生の時に、祖父がなくなって、今のマンションと、いくつかの不動産を相続させてもらいました。自分には、それだけでも身に余る財産だと思っています。俺の人生は、自分の好きな仕事だけをして暮らしていきたいとそう思っているんです」

　ようやく、ひとつの謎が解けた。春馬が偽装結婚の際に提示した、あの契約金。あれらを賄うには、一般的なサラリーマンの収入だけではどうにもならないはずだ。春馬の背景にある、大きな金の動きに彩乃を息をのんだ。

「しかし、父は違う」

　春馬の瞳が鋭い輝きを放つ。

　それは、怒りや悲しみ、そして憎しみにも思えるほど、暗い輝きだった。

「俺には兄と弟がいるのですが、父と兄弟たちが会社の占有権を巡って裏で争いを繰り広げているんです」

「なんだかドラマの中の出来事みたいですね……」

「俺は、家族同士が争うことなんて嫌だったんです。だから、祖父の遺産もほとんどは父に権利を譲渡しました。しかし、それがまずかったんです。父は金と権力を得て、おかしくなってしまった」

　潰れそうな声に、彩乃は思わず春馬の掌をぎゅっと握りしめた。

　握り返してくれる春馬の指先は、ひどく冷たくなっている。

「父は、人を道具扱いすることに迷いがない人になっていました。そのせいで、母も兄も色々なものを失っていったんです。俺は、祖父と祖母に好かれていたから、父は俺を利用しようと考えていたようです。そのことに気づいた時、俺の家族はもう何もかも手遅れな状態に陥っていたんです」

「何が、あったんですか……？」

「大学への進学が決まった高校三年の春。俺の部屋に、父の忘れ物を取りに来たという年上の若い女性がやって来ました。大学生くらいのお姉さんは、父の会社のアルバイトだと名乗りました。けれど、そんなことはどうでもいいと思いました」

「なぜですか？」

「俺の部屋にやって来た彼女は……服を着ていなかったんです」

　あまりのことに、言葉が出て来なかった。

　悲しい目をしたまま、春馬さんがゆっくりと過去を思い出すように言葉を口にしていく。

「最初は信じられなかった。父と兄が会社の権利でもめているのは薄々気づいていたけれど、父がそこまで自分を取り込もうとしていたこと、それで支配できると思われていたこと、色々なことが頭の中で繋がった時、もう何もかもが嫌になりました」

　いつか、春馬の言っていた言葉が、脳裏に蘇る。

『俺も、あんな家族に生まれたかったです……』

　あれが、春馬の心からの願いだったのだと、彩乃は気づいた。

「大学に進学すると同時に、俺は家を出ました。もう、志水の家に関わりたくなかった。今思えば、自分も若かったんです。もしかしたら、離れて暮らしていれば、そのうちお互いの中で冷静さが戻って、いつかまた家族に戻れる時が来るんじゃないかって……」

　言葉に震えが混じり、春馬さんの目元が薄紅色に染まっていくのがわかった。

「祖母が入院して、父が久しぶりに連絡を取ってきました。あの人は俺にこう言ったんです。『結婚をしろ』と。父の決めた相手と結婚し、子供を産み、祖母の遺産をすべて相続し、自分の側につけ。父が言いたいことはこういうことでした。最初は何を言われているのかわからなかった。兄はまだ独身です。家族を持てば、こちらの遺産の取り分も多くなる。祖母は俺のことを可愛がっていたからその方が都合がいいと、あの人はそう言い放ったんです。祖母はまだ生きているのに……！」

「酷い……」

「兄と対立し、父の操り人形になるなんて絶対に嫌だった。祖母のことは好きだけれど、一族の争いにこれ以上関わりたくなかった。けれど、父や兄が自分に接触してくる機会が増えてきて、このままではいつ無断で籍を入れることになるかわからない。話をして通じるような相手ではないことは、俺が一番よく知っています。だから、偽装でもいいから伴侶を見つけ、父が持ちかけた婚約話を破談にすることで、今度こそはっきりと決別しよう……そう考えていたんです」

　震える声が、言葉を紡ぐ。春馬の背負って来た、悲しい過去と決別への覚悟を秘めた、悲しい音で、静かに、ゆっくりと声に乗せていく。

　彩乃はただ、その掌を握りしめることしかできなかった。

　春馬は視線を真っ直ぐに彩乃に向け、悲しげな表情で微笑んだ。

「最初に説明をしておくべきでした。俺のミスです。本当に、申し訳ない」

　謝罪を口にした春馬は、握りしめていた掌を離し、彩乃の手の甲に蓋をするように自分の手を当てた。

「もし今の話を聞いて、彩乃さんがこれ以上付き合えないと判断したなら、今ここで契約を破棄することも可能です。事前に告知事項を伝えていなかったのは俺の責任だから。慰謝料も約束通りお支払します」

「春馬さん……」

　はっきりと通る声に、真剣さが伝わってくる。

　今ここで、自分が嫌と言えば、この偽装の恋人ごっこは終わる。今なら正当な理由で、この厄介な計画から下りることができる。

（でも、もし本当に私が下りたら……）

　春馬はまた、次の偽装結婚の相手を探すかもしれない。

　これが、彼にとって戦いの準備だと知ってしまった以上、それを止める権利は自分にはない。春馬の人生を賭けた、最後の嘘。そう理解できているはずなのに、春馬の隣に別の誰かが立っていることを想像すると、胸の中に噛み潰せないもやもやが生まれた。

「失礼します」

　頭の中の霞を振り払うように、彩乃は身を乗り出すと運転席のスライドレバーに手をかけた。

「彩乃さん……？」

　するりと後ろに下がった運転席には、人ひとりが入れるほどのスペースが生まれる。

　彩乃はその空いたスペースに体を移動させると、春馬の下腹部に手をかけた。

「あ、彩乃さん!?　何、を……」

「静かにして下さい」

「はい……、っ……！」

　顔にかかる髪をかき上げ、彩乃はそっと下着から春馬の熱に触れた。

　こんな風にまじまじと彼を見つめるのは、初めてだ。

（こう、で……いいのかな……）

　そろそろと指を這わせると、手の中で生き物のように春馬が熱を持ち始める。

「ンッ……」

　冷たい指先が肌に触れる度、春馬の唇から吐息が漏れた。

（あっ、これなんか……ちょっと、楽しい、かも……）

　今まで手の中で遊ばれていた立場としては、こんな風に自分の一挙一動で新鮮な反応を返されると、もっともっと見たくなる。

「彩乃、さ……ん、もう、いいですか……」

「駄目です。私、怒ってるんです」

「え……？」

「一度結んだ契約を、途中で放棄する人間に見えたんですか？」

「それは……」

「問答無用です」

「……っ!?」

　彩乃は、そっと先端に唇をつけた。

　あたたかな熱が硬度を増したのが、舌先に触れた肌でわかった。

　ちろちろと舌で舐めると、口の中で跳ねるように蠢く。

　春馬の苦しげな時が溢れる度に、もっともっと違う顔にしたいという欲望がわいてくる。

「ここ、気持ちいいですか……？」

「そんなことを聞くなんて、悪い子です……ね」

　苦しげな吐息に、絡める舌が深くなる。

　もっともっと自分を見て欲しい。どんなに辛い過去があっても、今この瞬間だけは、自分のことを考えて欲しい。

　ぎこちなく舌を動かしながら、指先で包むように擦り上げる。

　迸る苦味をちゅるちゅると吸い上げると、頭の芯にぼうっと熱が灯っていくのがわかった。

「彩乃、さん……もう、離して下さい……」

「嫌れふ」

　咥えたまま声を出すと、春馬の足が面白いように強張った。

「駄目、です……そろそろ、限界ですから」

「いいですよ。このまま……」

　喉の奥に届きそうなほど深くくわえ込むと、熱が大きく膨らんだ気がした。

　口内で押さえつけるように吸い上げると、やがて爆発するように口の中に春馬の気配が広がった。

「……ッ」

　びくびくと震える春馬の熱を、少しも逃がさないとばかりに彩乃は必死で受け止めた。

「すみません。吐き出して下さい……」

　まだ掠れたままの声で優しさを向ける春馬に、彩乃の中に意地のようなものが芽生えてくる。

　髪をそっとかき上げてくれた春馬の目の前で、彩乃は喉を鳴らして全てを飲み下した。

「彩乃さん!?」

　苦味のある朝露のような味わいに顔をしかめながら、彩乃はようやく顔を上げた。

　困惑する春馬は、じっと彩乃を見下ろすことしかできない。

　睨みつけるように見上げた彩乃は、口元を手の甲で拭った。

「契約を、途中で破棄するような人間じゃないんです。私」

　他の人になんて、渡したくない。

　ただそれだけの思いで、彩乃は行動していた。

　自分の思いを伝える方法がわからなくて、ただ春馬に熱を与えたくて、体が勝手に動いてしまっていた。

「……ありがとう」

　春馬は掌を彩乃の頬に当てると、額にそっと唇を寄せた。

「俺は、本当にいいパートナーに恵まれたみたいです」

「あ……っ」

　春馬はシートの背もたれを倒すと少し後ろに下がり、彩乃の体を抱き上げた。

　彩乃の胸元のボタンを手早く開放し、顕になった肌の上に噛み付くように口づける。

「あっ……」

　ちゅう、ときつく吸い上げた感触に、痛みにも似た甘やかな震えが背中まで刺激を与えてくれる。

　唇が離れた先には、赤い花が咲くように口づけの痕がしっかりと残されていた。

「春馬さん……」

「すみません。今夜は、我慢という言葉の意味を忘れさせて下さい」

　春馬の言葉に、彩乃はこくりと小さく頷いた。

　膝立ちの彩乃のスカートに手を差し入れ、下着の線が乱暴にずらされた。

　既に音が鳴りそうなほどに潤んだ秘部に、濡れた熱が押し当てられる。

「……ンッ！」

　春馬が、彩乃の腰を引き寄せた。

　一気に貫かれる感触に、それでも痛みは感じられなかった。

「ぁ……ッ、ン……ッ」

　いつもより事前の刺激が少なかったせいか、抵抗が強い。それなのに、体はすぐに鋭い感覚に目覚め始める。

　いつもより貫かれる感覚が強くて、息を忘れそうなほど深く抉られる。

　春馬の掌が脚を支え、深いところを抉ってくる。

「はぁ……ッ、んぅ……」

　自分が上にいるせいで、少し動くだけでどこまでも飲み込んでしまいそうになる。

　まだ慣れない感覚に戸惑う反面、もっと痺れるくらいに感じたいという思いがこみ上げてくる。

　無意識に腰を揺らし、敏感な部分に押し当ててしまう彩乃に、春馬は優しい微笑みを向けている。

「辛く、ありませんか……？」

　それが、どれに対する質問なのかすぐに判断できなかった。

　この体勢のことなのか、偽装結婚のことなのか、それとももっと別の、こんな風に触れ合うことなのか、答えを探すのも苦しくて彩乃は体を前に倒し、ごまかすように口づけた。

「私、春馬さんと……離れたくないです……」

「……彩乃」

「あっ……！」

　春馬が、彩乃の名前を呼んだ。

　苦しそうに息を乱す春馬の声に、身体の隅々まで痺れていくような気がする。

　ただ気遣うだけの動きが終わり、春馬の体が乱暴に打ち付けられていく。

　跳ねるような水音に、身体も心もばらばらに溶けてしまいそうだ。

「春馬……さ、ん……っ、春馬……ッ」

　彩乃は、春馬の肩にすがりつき必死に体を揺さぶった。

　春馬の唇が、すぐにキスをねだり深く口づける。

　偽装の関係に、なんの意味もないのかもしれない。こんな風に優しくするのも、ただ契約をスムーズにするための手段でしかないのかもしれない。それでも、掌で押さえられ、唇を掬われ、刻みつけるように熱を受ける感覚がどうしようもない幸福をくれる。

　このまま時が止まってしまえばいいのにと願いながら、終わりが近づいている体を止めることなんてできなかった。

「アッ……あぁあぁぁっ、んんっ……いや、ぁ……いやぁっ……！」

「彩乃……」

　がっくりと項垂れた体を、春馬はしっかりと抱きしめてくれた。

　汗で体が張り付いて、服もよれよれなのに、春馬は抱きしめる腕を緩めることはなかった。

　波の音が遠くで、ただ静かに響いていた。
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　守りたいものができた時、人は変わることができるのかもしれない。

　モニターから顔を上げると、作業に集中しはじめて二時間も経過していることにようやく気づくことができた。

　平日のオフィス内は、相変わらずざわざわと慌ただしく時が過ぎている。

　いつもなら午前中たっぷりかかっていた書類整理をし、報告書をまとめ、午後やろうと思っていた会議資料も半分が既に出来上がっている。

（こんなに、集中してたんだ……）

　昨夜、あれから自宅まで送ってもらった。

　春馬からは泊まっていけばいいと誘われたが、引っ越しの準備もあるのでとやんわり断った。

　まだ、自分の中にある感情が、うまく整理しきれていない。

　春馬と共に居たい。ただそれだけの自分の本音に、彩乃は戸惑っていた。

（このまま偽装結婚を開始すれば、春馬さんと一緒に居られる。けれど……）

　春馬さんが結婚したいのは、家から逃れるためだ。

　もちろん、それは春馬さんが決めたことで、彩乃が口を出す問題ではない。

　ただ、このまま偽装結婚を実行してしまうことが、本当に春馬のためになるのかわからなかった。

（例え春馬さんが結婚をしても、あのお父様が簡単に引き下がるとは思えない。決別するにしても、やっぱり一度挨拶をしておいた方がいいんじゃ……筋を通すというか、なんというか。でも、それは春馬さんの家庭の事情だし、でもこのまま黙って……ああ、もうわけがわからなくなってきた）

　キーボードの前で、彩乃は頭を抱えて項垂れた。

　結局のところ、自分がどうしたいのかわからない。

　ただ、幸せになりたいというだけのことが、どうしてこんなにも難しいのだろう。

　来月からは、本格的に引っ越しをして、住所変更などの手続きを済ませる。

　その前に、このもやもやした気持ちに区切りをつけたかった。

（この問題を解決するのに必要なピースが、もっとある気がする。でも、それがなんなのかわからない……お父様と春馬さん。一体、どうしたら……）

　その時、デスクの端に小さなものがことりと置かれた。

「えっ……？」

　顔を上げると、そこには春馬の姿があった。

　ダークブルーのスーツに身を包んだ春馬は、一瞬目を細めて微笑みかけると、すぐに自分のデスクの方へ歩いて行ってしまった。

　彩乃のデスクの上には、のど飴のスティックがひとつ置かれている。飴の上には、黄色い付箋が一枚貼り付けられていた。

『休憩も大事に』

　再び顔を上げると、席についた春馬と目が合った。

　春馬は自分の眉間をトントンと二度叩いて見せる。自分の眉間に皺が寄っていたことに、その時彩乃は初めて気がついた。

　眉間に触れて恥ずかしそうに目を伏せる彩乃に、優しい微笑みを向けてくれる春馬。胸の高鳴りを抑えることなんてできなかった。

（やっぱり、優しさをもらってばかりじゃ嫌だ……私も、何かしたい！）

　彩乃はモニターに向き合うと、時間を確認した。

　あと一時間もあれば、今日の仕事は片付くだろう。

　デスクでは、営業部の課長が暇そうにあくびをしている。

「すみません、課長。今日、早退させていただきたいのですが」

　彩乃は立ち上がり、営業部課長のデスクへ向かった。

「珍しいね。体調でも悪いの？」

「いえ、その……親類が入院したそうなので、ちょっと心配で。お見舞いに行って来ようかと思って」

「それは大変だ。おっけーおっけー！　こっちのことは任せておきなさい。今日は特に大きな会議もないし、午後から行って来なさい」

「ありがとうございます。明日の打ち合わせ資料だけは、まとめてから出ますね」

　彩乃は席に戻ると、残りの仕事を片付け始めた。

　キーボードの横には、先程春馬が差し入れてくれたのど飴が一本。

　彩乃はパッケージを手に取ると、ひと粒口の中へ放り込んだ。

　すっきりとしたゆずの味が口に広がり、気持ちまで凛とする。

（ありがとうございます、春馬さん。私、頑張ります！）

　気合いを新たに、彩乃は資料作りへ戻った。

　仕事を終え、ある場所へ向かうために。ある人に会うために。






　完全防音の病室内に響いて来るほどの声に、室内を警備していた警備担当者たちもざわついた。

「何事ですか」

　体を起こした婦人の前で、大きな扉が勢い良く開かれた。

「失礼します！」

　元気よく入って来た彩乃の体を、三人の男が押さえこもうとしている。

　しかし、足を止める気がない彩乃は、腕を前に伸ばして必死に抵抗した。

「事前のアポイントがない方の面会は、お断りさせていただいています！　お引き取り下さい！」

「この前は無理矢理連れて来たくせに、こっちの用事は聞かないってこと？　私はお見舞いに来ただけです！」

　彩乃の言葉に、婦人は来客の正体に気づいたらしく目を大きく見開いた。

「貴女は……」

「失礼しました、妙様。すぐに下がらせますので」

　室内にいた男たちが、加勢しようと一歩前に歩み出た。その時だった。

「下がりなさい。その方は、わたくしの客人です」

　凛とした声に、彩乃の体を取り押さえていた男たちが一斉に手を離した。

　それほど大きな声ではないはずなのに、びりびりと空気が震えているように感じる。

　呆然としている彩乃に、婦人は微笑みかけた。

「そうだ、いただいたケーキがあったわね。お茶の準備をして頂戴」

　彩乃の後ろから、以前迎えに来たあの老紳士が顔を出し頭を下げた。

「あの、突然すみません。どうしても、お祖母様とお話しがしたくて」

「まあ、嬉しいわ。わたくしとお話しがしたいなんて言って下さる方なんて、もうほとんどいないのよ。さあ、こちらに座って下さいな」

　婦人がベッドの脇に掌を向けると、警備役の男が素早くそこにひとり掛けの椅子を用意してくれた。

「皆さんは下がっていて下さい」

　室内には四人の警備役が立っている。皆それぞれ、視線を合わせて動揺している様子だ。

「しかし……」

「わたくしは、同じことは二度言いません。聞こえませんでしたか？」

「失礼致しました」

　男たちはそそくさと部屋をあとにした。

　病室の中には、彩乃と婦人のふたりだけがぽつりと残された。

「嬉しいわ、またお会いできるなんて。あの時は、名前も言えなかったものね。改めまして、志水しみず妙たえと申します」

「向井彩乃です。あの、起きていても大丈夫ですか？　横になった方が……」

「大丈夫よ、ありがとう。今日は気分がいいの。この前はみっともないところをお見せしてしまって、ごめんなさいね」

「いえ……」

　何から話せばいいのかわからず焦る空気の中で、老紳士が静かに紅茶とケーキの乗った皿を運んで来てくれた。

「どうぞ、召し上がって。わたくしは、こういうものはあまり得意ではなくて。どうして入院というと、花かお菓子なのかしら。もっと日本酒とかワインとかそういうものを差し入れてもらった方が嬉しいのに」

「お酒、飲まれるんですか？」

「こんなおばあちゃんが、お酒好きだと変かしら？」

「そんなことないです！　私の母も、よくワインを飲んで楽しそうにしています。たまに飲み過ぎちゃうから心配なんですけど、楽しいことがあるのはいいことだなって思います」

「あら、話がわかるわね。うふふ。うちの息子なんて、もう歳なんだから酒はやめなさいってそればっかり。自分は飲んでるくせに、ずるいわよね」

「ふふっ、そうですね」

　前回会った時と、印象がまるで違うと彩乃は感じた。

　なんだかとても話しやすい人だ。先程ぴりりとした空気を作ったこの人は、本来このように笑う人なのかと思った。

　彩乃はティーカップを持ち上げると、そっと口をつけた。

　花のような香りと、スパイスのような後味がさわやかに広がっていく。

「んっ！　おいしい！　こんなおいしい紅茶、初めて飲みました！」

「ルイボスティーって言うのよ。南アフリカのお茶で、カフェインが入っていないの」

「へぇー！　そういうお茶があるんですね。すごくおいしいです！」

　彩乃の言葉に、妙はにこにこと微笑んでいる。先程までの凄みは、今は微塵も感じられない。

　カップを置くと、それを待っていたかのように妙は視線を窓の外に向けた。

「ここは息苦しいところでしょう？」

　どう答えるのが正しい選択かわからず、しばし押し黙ってしまった。

　そんなこちらの気まずささえ、妙は元々知っているかのように柔らかな笑みを向けてくれる。

　その悲しげな微笑みに、嘘や繕った言葉など必要ないのだと思った。

「少し」

　素直な言葉に、妙はほっとしたような微笑みを浮かべてくれた。

「それで、今日は一体どんなお話しを聞かせて下さるの？」

　カップを置き、背筋を伸ばすと妙の瞳を真っ直ぐに見つめる。

　やはり目元が、そっくりだ。あの冷たい父親と、春馬によく似た女性は、ふたりのどちらも見せない自信に満ちた強い笑みを浮かべていた。

「今日は、春馬さんと、春馬さんのお父様……和博さんについて、妙さんがどう思っているのかを聞きたくて来ました」

　さすがに意外だったのか、彩乃の言葉に妙は、目を見開いた。

　そして、すぐに目を細めると、くすくすと耐えきれないといった様子で、笑い声を零した。

「ふふっ、ごめんなさい。あんまりにも度胸のあるお嬢さんだから、驚いてしまって。そんなことを、正面からわたくしに尋ねていらしたのは、貴女が初めてよ。彩乃さん」

　怒ったり追い返されることは予想できたけれど、笑顔という思ってもみない反応にどんな顔をすればいいかわからなくなった。

「どうして、そんなことを聞きに来たのかしら？」

　はっきりと尋ねられた質問に、彩乃は真っ直ぐに背筋を伸ばした。

「私は、春馬さんのことを尊敬しています。会社の上司として、それからひとりの大人として。あんなに優しくて、思いやりがあって、周囲に気遣いができる人に、私は初めて会いました。その春馬さんが、家族のことで困っているって聞いた時、私には何ができるんだろうってずっと考えていたんです」

　膝の上に置かれた掌をぎゅっと握りしめて、彩乃は続ける。

「家族の問題は、私にはよくわかりません。自分に何かできるなんて、そんな風にも思えなくて。厚かましいかもしれないって思ったら、動けなくて……だから、一生懸命考えたんです。私が春馬さんのためにしたいことを」

「それが、わたくしに会いに来るということだったと」

「はい」

　力強く頷いた彩乃に、妙はゆっくりとお茶を引き寄せ、静かにティーカップを口元に寄せた。

「お金が、人を変えてしまうのを、わたくしは何度も見て来ました。けれど、それが自分の息子や孫の代にまで及ぶなんて、まだまだ自分は何もわかっていなかったと思うことばかりだわ」

　物憂げに揺れる瞳が長いまつげに縁取られている。きっと若い頃はとても美しい人だったのだろうと思わせる、そんなどこか艶めかしい雰囲気が妙にはあった。

「息子は……和博は変わってしまった。あの人が亡くなってから、和博は会社のために必死で頑張ってくれた。その必死さが、あの子の優しい部分を消してしまったのかもしれません。あの人も、たくさんの人に騙されて騙して生きてきました。そんなあの人の背中を見て、誰にもこの会社を渡さない。誰も信じないとあの子は決めてしまったのかもしれません」

　妙の言葉に、兄や弟が父と会社についてもめていると言っていた、春馬の寂しげな表情が浮かんだ。

「春馬さんに、似ていますね……」

　なぜ、そんな風に思ったのか、自分でもよくわからなかった。

　ただ、傷ついた体で、何かを諦めたような目で、いつだって対岸からこちらを見ている春馬と、和博の過去が重なって見えたような気がした。

「親子ですもの、嫌なところも似てしまうものよ」

　それが、誰と誰を指しての言葉なのか、彩乃はわからなかった。

　ただ、和博と春馬。そして、妙と和博。その歪な距離感が、少しだけ見えてきたような気がした。

「和博と春馬は、決定的に違うところがあるわ。春馬は、あの子は自分の人生を自分の手で切り開くと決めた子よ。生き方を選ぶ強さは、親子そっくり。あの子がもし志水グループに入ってくれれば、きっとうちの会社は今とは違う形になるんじゃないかしらって思ってしまうの」

「それは……」

「わかっているわ。わたくしは、嫌がる孫に会社を継いで欲しいなんて思っていない。あの子が決めた道だもの。応援するのが、おばあちゃんの仕事でしょう」

「妙さん……」

　そこにあったのは、グループの鍵を握る会長でも、入院中の患者でもない、ひとりの孫を大切に思う祖母の姿だった。

「わたくしは、春馬を信じております。あの子の人生が、あの子の手で素晴らしい輝きを放つことを。春馬なら、きっと大丈夫」

「それが、妙さんの答えなんですね」

「……貴女は、春馬のことは好き？」

　ふいに投げかけられた質問に、それでも迷いはなくなっていた。

「はい」

　短い返事に、妙の表情が満開の椿のように美しく艶やかに咲き誇った。

「私は、春馬さんの傍で、あの人の笑顔のためにできることをしたいと考えています」

　今、はっきりと理解できた。自分は、この言葉を告げるために、ここに来たかったのだと。

　妙はティーカップをベッドの上に備え付けられた簡易テーブルの上に置くと、お腹の辺りで手を組みゆっくりと頭を下げた。

「あの子のことを、よろしくお願いします」

　自分の人生を自分の手で切り開く。春馬の人生が、妙の言葉が、彩乃に勇気をくれるように思えた。

　来て良かった。心の底から、そう思える時間を彩乃は過ごしたのだった。






（なんだか、すごく気分がいいなぁ。春馬さんに、電話してみようかな。まだ、会社だよね。メッセージの方がいいかな？）

　うきうきと春のような足取りで、彩乃は病室を出た。

　しかし見上げると、さっきまで晴れていた空は真っ黒な雲に覆われている。

「雨、降りそう……」

　ひとまず、降り出す前に駅へ向かおう。そう思い、病院のエントランスを出た時だった。

「えっ……？」

　目の前に、黒塗りの高級車が横付けされた。

　ばたばたと音をたてて出て来たのは、黒いスーツを着た男が三人。

（うっ。この光景、見覚えがあるような……）

　両脇にひとりずつ、男が並んだ。

　逃げ場をなくすこの対応。そして、最後のひとりが彩乃の前に立ちふさがった。

「向井彩乃様、一緒に来ていただきます」

　それは、はっきりとした命令だった。

　その後ろにいるであろう見えない誰かを彷彿とさせる、威圧的な言葉。

　彩乃は小さく頷くと、男たちに囲まれたまま用意された車に乗り込んだ。

　音もなく発進した車は、都内を駆け抜ける。

　やがて、窓ガラスにぽつりぽつりと雨粒が当たり、嵐が近づいているような激しい雨が降り始めた。






　彩乃を乗せた車は、五分もかからないうちに停車した。

　有名な高級ホテルの最上階に位置する、スカイビューレストランの窓際の席へ連れて来られた彩乃は、そこに座る人物を見て『ああ、やっぱり』と納得した。

「やあ、急にお呼び立てしてすまなかったね」

「和博さん……」

　そこに座っていたのは、和博だった。

「かけたまえ。お昼はまだだろう？　良かったら食べて行きなさい。ここの伊勢海老のグリルは絶品なんだ」

「いえ、結構です」

　はっきりとした拒絶に、和博の瞳が一瞬鋭く光る。

「遠慮しなくていいですよ。今日は貸し切りにしたんだ」

　言われてみれば、周囲に人の気配はなかった。

（大企業のおエライさんにしてみれば、これくらい当たり前ってこと……？）

　静かなレストランに、宿敵とも呼べる男とふたりきりで対峙するのは、なかなか勇気がいる。

　けれど、車に乗った時点で、彩乃の心は決まっていた。絶好のタイミングだとさえ思っていた。

「丁度良かったです。私も、あなたにお話ししたいことがあったので」

「ほう？　楽しみだ。どんな話かな」

　彩乃は立ったまま拳を握りしめると、和博の目をしっかり見据えた。

　そして。

「私は、春馬さんと結婚します」

　彩乃の言葉に、和博はわかりやすく口元を歪めて微笑んだ。

「話したいことは、こちらにもあるんですよ」

　和博はイェスともノーとも言わぬまま、片手を挙げた。

　スーツ姿の男が、銀色のアタッシュケースを持ってやって来る。

　テーブルの上にそれを置き蓋を開けると、男はそれを彩乃に見えるようにこちらへ向けた。

「……っ!?」

　そこには、みっしりと帯のついた一万円札の束が詰め込まれていた。

「三千万用意しました。これで、あの子からは手を引きなさい」

「はい？」

　あまりのことに、彩乃は思わず怒気を込めた言葉を返した。

　しかし、その程度の反応には慣れているのか、和博は微笑みを絶やすことなく続ける。

「少々、調べさせてもらいました。彩乃さん。失礼ですが、貴女は我が家にはふさわしくない。息子には、それ相応の身分の女性をあてがうつもりなんだ」

「あてがうって、春馬さんは承知しているんですか。そのことを」

「まさか。こんなことをしているのが知られたら、また怒鳴られます」

「なら……」

「しかしね」

　彩乃に話をさせる気はないらしい。

　和博は口元の笑みを絶やさぬまま、じっと彩乃を睨みつけた。

「今までの彼女さんたちも、皆これで引き下がってくれました。もしここで頷いてくれるのであれば、もう三千万上乗せしてもいい」

「今までの彼女、全員にこんなことをしてきたんですか……？」

「これは、親としての愛情ですよ」

　彩乃は、あまりのことに停止しそうになる頭をフル回転させて考えた。

　目の前に用意された札束に、心はぴくりとも反応しない。

　ただ、胸の中に渦巻いているのは、大きな怒りだった。

　それが何人かはわからないけれど、春馬が恋した女性たちは、皆こんなものの前に春馬を捨てることを選んだのだろうか。

　だから春馬は、契約なんてものを結んで、お金を用意して、確実に傍にいてくれる人を望んだのだろうか。一番大嫌いな父親と、同じような方法を取らざるを得なかったのか。

　そう思うと、怒りでお腹の中がぐるぐると沸騰してくるような気持ちになる。

　そして、そんな運命を、選ばせた張本人は、今彩乃の目の前で楽しそうに笑っている。

「わかって下さい。あの子は、大切な駒なんだ。わたしには、あの子が必要なんです」

　勝利を確信した和博の表情に、ついに彩乃の我慢が限界を超えた。

「ふざけないで下さい」

　はっきりと通る彩乃の声に、和博は眉を潜めた。

　思った返事と違うことが不愉快なのか、ついにその表情から笑顔が消えた。

　しかしその程度のことで、彩乃の気持ちが変わることはなかった。

「息子をなんだと思ってるんですか！　春馬さんが、どれだけあなたのことを考えているのか、考えたことがあるんですか!?」

「……春馬に嫌われていることくらい、自覚はあるよ」

「そうじゃない！　春馬さんは、未だにお父さんのことを、大切に思ってます！　こんなことをされても、まだ信じたいって思ってるんですよ！　そんな春馬さんの気持ちを、考えたことがあるんですかって聞いてるんです！」

「春馬が、わたしを……？」

　さすがに予想外だったのか、和博の瞳が僅かに揺れた。

「あなたがそんなだから、ちゃんと話せないんですよ！　不器用なところまで本当そっくりですね！　似たもの親子！」

　もはや何に怒っているのか、自分でもわからなくなってきた。

　ただ、暴走する自分の思いに、深い悲しみが混じっていることは感じられる。

　彩乃の頬を、涙が伝った。

「金で動く人間ばかりだと思わないで下さい。私は、私の意思で行動します。和博さんも、ちゃんと和博さんの意思で春馬さんに向き合って下さい！　志水グループの人間ではなく、ひとりの父親として」

「ひとりの、父親……」

　和博の顔に、わかりやすく動揺が浮かんでいた。

　ここまで言うつもりなんてなかったけれど、札束を前にして別の感情に完全にスイッチが切り替わってしまった。

　冷静さが戻って来ると同時に、やりすぎたという後悔が僅かに首をもたげる。

　その時だった。

「こういう人だから、俺は彼女に決めたんですよ」

「えっ……」

　後ろから腰を抱き寄せられ、彩乃の体が慣れ親しんだオレンジの香りに包み込まれた。

「春馬、さん……？」

　そこに立っていたのは、春馬だった。

「お祖母様から連絡をもらいました。相変わらずなんですね、お父さん」

「春馬……」

　悲しげに春馬の瞳を見つめる和博の間に、冷たい壁が見えるようだった。

「行きましょう、彩乃さん」

　春馬は彩乃の肩を抱き、部屋を出ようと促した。

「春馬！　待ちなさい！」

　怒鳴る声に、春馬は少しも動揺などしていないように見えた。

　彩乃は、まだ気がかりを残したまま、和博を見つめている。

　そして、ちらりと春馬を見上げた。

「ここで何も言わなかったら、本当にずっと、同じことの繰り返しになりませんか？」

　彩乃の言葉に、春馬は一瞬目を丸くした。彩乃の言葉を噛み砕くように、春馬は何かを考え込んでいる。やがて顔を上げた春馬は、彩乃の目を見つめると小さく頷いた。

　再び振り返り、春馬は広げられたアタッシュケースに手を伸ばすと、蓋をしっかりと閉じた。

「お祖母様も、子供の頃は彩乃さんみたいに、あなたのことを叱ってくれたんじゃないんですか？　もうそんなこと、覚えてもいませんか？」

　春馬の言葉に、和博の瞳が初めて大きく見開かれた。

　悲しげな春馬の目と、和博の瞳が、初めてまともにぶつかったように見えた。

「あなたが何をしようと、俺はもう興味が持てないんです。親不孝な息子でごめん。ただ、ひとつだけ。これ以上、お祖母様を悲しませるようなことは、しないで下さい」

　春馬の言葉に、和博の唇が震えた。

「春馬……」

　春馬は、姿勢を正すと彩乃の肩を抱いたまま、和博に背中を向けた。

　真っ直ぐに歩み始めたふたりの姿を、和博はもう呼び止めなかった。

　エレベーターに乗り、地下の駐車場まで来た時、車の隣に立つ彩乃を春馬はしっかりと抱きしめた。

「……ありがとう、彩乃」

　顔を伏せているせいで、その表情は読み取れない。

　ただ、震える肩に熱い息がかかって、春馬さんが泣いていることがわかった。

　彩乃はそっと彼の背中に腕を回した。ぽんぽんと撫でるように、叩くように背中をさする。

　春馬は最後まで、和博に別れの言葉を口にしなかった。それが春馬の答えなら、応援したいと彩乃は思った。

「帰りましょう、春馬さん。私たちの家へ」

　彩乃の言葉に、春馬はしっかりと彼女の体を抱きしめた。

　帰ろう。あたたかい我が家に。今すぐに、帰りたい。彩乃はそう思った。
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　曇った硝子に大粒の水滴が混じり、たらたらと雨のように窓の内側を濡らしている。

　硝子の向こうには、東京の夜景とタワーのオレンジのライトアップが煌めく。

　時折、天井から落ちる水滴が、バスタブの中いっぱいに散らされた真紅の薔薇の花びらにぶつかって溶けていく。

　入浴剤代わりに入れられた生花は、春馬が用意したものだ。

　丸い円形の真っ白なバスタブには、生まれたままの姿の春馬と彩乃が浸かっている。

　春馬に背中を預けるように、彩乃はぼんやりと湯船を楽しんでいる。

「終わったんですね……」

　赤い花びらを手に取りながら、彩乃はぼんやりと和博との会話を思い出していた。

「終わりましたよ」

　春馬は後ろから彩乃のお腹の辺りに腕を回し、ちゅっちゅっと音をたてて首筋にキスを落としている。

「いつまでキスしてるんですか？」

　腫れてしまいそうなほど何度もつけられる口づけに、彩乃は首を傾けた。

　素顔の春馬が、にっこりとこちらに微笑みかける。

「あの人と同じ空気に触れたせいで、彩乃さんの体が穢れてしまうかもしれません。これは、消毒です」

　いつになく毒を吐いている春馬は、よほど機嫌が悪いようだ。

　前髪を全てお湯で後ろに流しているせいでオールバックになっているためか、いつもより雰囲気が尖って見える。

　彩乃は再び正面を向くと、少しだけ肩を湯の中に沈めた。

　微かな抵抗に、春馬はようやくいつもの柔らかな微笑みを零す。

「お祖母様から連絡をもらった時は、心臓が止まるかと思いました」

「よくあんな短時間でたどり着けましたね」

「昼休みにランチをご一緒しようと思ったら、早退したと聞いて嫌な予感がしていたんです。お見舞いに行くと、言ったでしょう？」

　そういえば、早退理由でそう伝えた記憶がある。

　答えない彩乃の肩を、春馬は両腕でぎゅっと抱きしめた。

「心配、しました……」

　以前ならば、たかがお見舞いくらいで大げさだと思ったかもしれない。

　しかし、和博に会った今なら少しだけわかる。春馬がどれほどの過去を、切り捨てられてきたのか、どれほど大切な人に裏切られて来たのか。

　そして、自分がどれだけ軽率な行動を取ってしまったのか。

「勝手なことをして、すみませんでした……」

　俯いた彩乃が、ぽつりと零すように謝罪を口にした。

　春馬は、一瞬動きを止め、それから彩乃の後頭部にそっとキスを寄せた。

「驚きました。彩乃さんが、ああいうことをするとは思ってもみなかったので」

「……知りたかったんです。春馬さんの家族が、何を考えているのか」

　彩乃は膝立ちになり体を半回転させた。

　春馬の肩にそっと両の腕を伸ばし、にっと歯を見せて笑う。

「お祖母様、とっても素敵な人ですね」

　春馬は頬に張り付く彩乃の髪を掻き上げると、そのまま唇を重ねた。

　柔らかく食むキスに、ぼんやりと思考が煙っていくようだ。

「もう、ひとりで頑張ろうとしないで下さい。俺が傍にいます。これからは、きみの人生も俺の一部なんです」

　春馬の言葉に、彩乃はただただ驚いていた。

　硬直する体に気づいたのか、春馬は彩乃の顎の下に指を当てるとじっと下から見上げてきた。

「どうかしましたか？」

「……すみません。そんな風に言っていただけるなんて、思っていなくて」

「俺がこんな風に言うのは、変ですか？」

「偽装結婚じゃないですか……そんな風に言ったらまるで」

　まるで、本物の夫婦みたいだ。

　けれど、続きの言葉は言えなかった。本物の夫婦にはなれない現実を、冗談でも口にすることはできなくなっていた。

（ああ、私はもう、すごくこの人のことが……）

　続かない彩乃の言葉に、春馬はじっと彼女の目を見つめた。

　まるで涙のように、ぽたりと水滴が彩乃の頬を伝う。

　春馬はその頬をそっと指先で拭うと、そっと腕を撫でながら彩乃の右手に掌を滑らせた。

　右手の甲をそっと持ち上げ、春馬はそこにちゅっと小さくキスを落とす。

「そう思っているのは、もうきみだけだよ」

「えっ……ンッ！」

　驚く彩乃の腕を引き寄せ、春馬は唇に噛み付いた。

　あたたかな蒸気に解されて、いつもよりキスが柔らかく感じる。

　春馬の腕が腕を引き寄せ、胸元にぴったりと彼の肌が吸い付く。

　触れるだけで、どうしてこの人はこんなにも心地良いのだろう。

　キスに慣れた身体は、誘われるままに舌を差し出してしまう。

　けれどこの口づけの意味がわからなくて、彩乃はついばむような口づけが終わるのを待った。

　やがて、唇を離した春馬がしっかりと彩乃を見据えた。

「最初は、誰でもいいと思っていました。役目を果たせれば、誰でもいいと」

　ぽたりと、湯船に落ちる水音が、大きく耳に響く。

　それでも、厳しい言葉の続きが聞きたくて、彩乃は息を呑んだ。

「けれど、彩乃さんと共に過ごす時間は、とても穏やかで刺激的で、いつの間にか目が離せなくなっていた」

「春馬さん……」

「こんな気持ちになったのは初めてだから、どう言葉で言い表せばいいかわからなかった。けれど、今日はっきりわかったよ」

　春馬は彩乃の手を握ると、真っ直ぐに彼女の瞳を見つめた。

「俺の妻は、きみでなければならない」

　そう言って微笑む春馬の姿に、彩乃は胸がしめつけられるほどの喜びを感じた。

「本当、に……？　私で、いいんですか……？」

　まだ、現実がふわふわしていて、うまく受け止めきれない。

　ぼんやりとしている彩乃を、春馬は優しく見つめている。

　そして。

「彩乃さんを、愛しています」

　真っ直ぐな瞳で、春馬ははっきりと愛を告げた。

　ひとつの言葉が、こんなにも喜びを与えてくれるなんて、知らなかった。

「私も、春馬さんのことが……好きです……」

　震える声で、必死に胸に溜まった柔らかな思いを紡いだ。

　春馬はただ優しく微笑むと、そっと抱きしめてくれた。

　もうどこにも行きたくない。そう思わせるような安心感だけが、ふたりを包み込んでいる。

「あっ……」

　彩乃の脚に、固いものが当たる。近すぎるくらいに近づき、素直になったせいで、もう思いが止められない。

　視線を合わせると、泣きそうな目の春馬がキスをぶつけてくる。

「ぅん……っ」

　今までに見たことのない切なげな表情に、たくさん抱きしめてあげたくなる。

「彩乃さん……」

　濡れた前髪に、掠れた声が重なる。

　彩乃は、ゆっくりと頷いた。

「ありがとう、彩乃さん」

　小さく礼を言いながら、春馬の掌が腰元を押さえつけた。

「ひっ……ンッ……！」

　水の抵抗と共に、春馬の体が内側に沈み込んで来る。

　やけに熱くてぼんやりするのは、蒸気のせいか、それとも春馬のせいなのか、わからなくなってくる。

「春馬、さ……っ」

　腕を伸ばすと、すぐに突き上げるようなキスがぶつけられる。

　必死にしがみつくように、彩乃は唇を返した。

　舌先を吸い上げるように、春馬の口づけは激しく彩乃を貪る。

　荒々しく抱き寄せる腕の強さに、今まで見たことのない春馬を感じた。

「彩乃さん、綺麗だ……」

　初めて抱かれた時と同じように、春馬は彩乃を褒めてくれる。

　思えば、あの時は春馬が何を考えているかまったくわからなかった。

　けれど、今は。

「欲しい。彩乃さん。もっと、もっと感じて下さい」

「あっ……！　あぁ……っ、んんっ……！」

　喉を鳴らして背を反らせると、逃がさないとばかりに腰元に引き寄せられる。

　体の内側で暴れる熱の塊に、意識が支配されていく。

　枯渇した地面が水を吸うように、貪欲に熱を求める体が自然と腕を、脚を、春馬の体に絡めていく。
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　春馬の動くタイミングが、なぜか手に取るようにわかる。春馬の熱をより深くに感じる方法を、もう身体が覚えてしまっている。

　僅かに浮かせた腰に、春馬の腰が叩きつけられ、突き上げるような快楽に頭のてっぺんが震えた。

「……いいっ、気持ちいい、です……」

「俺も、気持ちいい。彩乃……」

　呼び捨てにされると、またひとつ身体が熱く反応する。

「あっ……」

　震える身体に、春馬の指先がそっと伸びて来た。

　柔らかく隠れていた、身体の繋ぎ目にそっと指を這わせ、敏感な突起に触れてくる。

「ひっ……！」

　凄まじい快楽の火花が飛び、ぎゅっと身体が強張った。

　優しく撫でるように、春馬の指が肉の芽に触れている。

「やっ……それ……っ」

「痛いですか？」

　春馬の言葉に、ゆるく首を振る。

　気持ちいいと口にすることに抵抗がなくなってきたのは、春馬の愛撫が優しすぎるくらい優しいせいだ。

「痛くなったら、言って下さいね」

　そう注意を促しながら、春馬はそっと人差し指で潰すように彩乃に刺激を与える。

　繋がったままの身体が、触れられる度に熱を深くくわえ込む。

　ただの筋肉の収縮のはずなのに、内側が春馬の形になっていくような、そんな感覚におぼれていた。

「ンッ……ンンッ……！」

　くすぐるように指先で遊ばれると、それだけで腰の辺りにじんと重い快楽が広がっていく。

　びりびりと目眩がするほどの刺激に、涙が溢れそうになる。

「彩乃さんの敏感なところを、もっと見せて下さい」

「やだ……見ないで……っ……」

　向かい合ったまま、彩乃はぐったりと上半身を春馬の体に預けた。

　しかし、気休めの行動は、まだ繋がったままの身体に次の刺激を加えていく。

　角度を変えて深く沈む春馬の熱に、吐息を零すのもままならなくなってくる。

「彩乃さん、素敵です。もっと、よく見せて……」

　片手で頬を包まれ、近いところで視線が合う。

「やっ……んっ……」

　恥ずかしさを消すためにぶつけた口づけに、その何倍もの激しさで春馬が応えてくれる。

　柔らかな指の刺激と、身体の内側に感じる春馬の熱に、唇へのキスが加わって、とろけるような甘さに体が作り変えられていく。

「愛しています、彩乃。もっともっと、俺のものにしたい」

　両腕で体を抱きしめ、春馬の熱が再び入り口を刺激し始める。

「あ……ンッ……！」

「もう、我慢できない……」

「ンッ、や……っ、あっ……！」

　嬲るようにゆっくりと動き始めた身体が、お腹の中をかき回す。

　終わって欲しい気持ちと、終わって欲しくない本能が混ざり合い、頭の中に白いもやがかかっていく。

「あぁ……っ、ンッ、ンンッ、やだ……っ、もう……っ！」

　激しく揺さぶられ、内側を押し出すように熱が昂ぶっていく。

「彩乃……」

　小さく名前を呼びながら、春馬が両肩を抱き寄せた。

「……っ!!」

　大きく脈打つ春馬から、熱い感覚が走る。

　きつく抱きしめられながら、彩乃はただ春馬の思いを感じた。

「春馬、さん……」

「彩乃さん……？」

　ふわふわとする意識が、霞んでいく。

「彩乃さん！　彩乃さん!?」

　春馬の柔らかな腕の中で、彩乃はぷつりと意識を落とした。

　耳の奥では、心配そうに名前を呼ぶ春馬の声が、いつまでも響いていた。






「大丈夫ですか？」

　どれくらい眠っていたのだろう。

　目を覚ますと見覚えのある天井と、覗き込む春馬の眼鏡が見えた。

　照明は真っ暗に落とされていて、窓から差し込む夜の都会の明かりがぼんやりと春馬の姿を浮かばせる。

「私……」

「のぼせてしまったようです」

　春馬は水滴のついたペットボトルの水を差し出してくれた。

「ありがとうございます……」

　ひんやりと冷たい水が、からからになった喉を潤してくれた。

　青いペットボトルの蓋を閉めると、春馬がそれを取り上げ枕元に置いてくれた。

「すみません。無理をさせましたね」

「いえ、私の方こそ……」

　こうして顔を突き合わせながら、改めて先程までのことを思い出すとあからさまに頬が染まってしまう。

「あの、私どれくらい気を失ってましたか？」

「三十分ほどですよ。疲れたでしょう。今日はもう休んで下さい」

　春馬はそう言って、下がったシーツを引き寄せてくれる。

　彩乃の身体は、乾いてはいるものの裸のままだ。

「……春馬さん」

　シーツを引き寄せた手の上に、彩乃は自分の掌を重ねた。

「今夜は、一緒に寝てもいいですか？」

　恐る恐る尋ねた彩乃に、春馬は小さくため息をついた。

（嫌がられちゃった……かな？）

　しょんぼりと視線を落とした彩乃の唇に、春馬の唇が重ねられた。

「んっ……」

　吸い付くようなキスは、春馬の熱を残して離れていく。

「今は、休んだ方がいいですよ」

　そう言いながら、春馬はベッドの上に膝をつき覆いかぶさるように彩乃の上に跨がる。

「もう、平気です。今夜はもっと、近くにいたいです……」

「彩乃さんは、誘うのがお上手ですね」

　そう言ってキスをくれる春馬の掌が、胸元を隠していたシーツを引き下げた。

　ひやりと冷たい空気の感触に、肌が泡立つ。

「それでは、今夜はめいっぱい応えさせていただきたいと思います」

　滑らかなキスと共に、春馬の唇がぽつりぽつりと肩へ落ちる。

　彩乃は、ひとつひとつ確かめるように、春馬の愛撫を受け入れていく。

　もうここには、なんの嘘もない。ただひとつの、愛が横たわっている。

「春馬さん、大好きです」

　夜の光に浮かぶ春馬の笑顔は、とても穏やかで晴れやかな表情だった。






　汗ばむほどの陽気と、真っ白な低い雲に、夏の訪れを感じる。

　もう少しで長い雨がやってきて、あの煩い蝉の声を毎日聞く季節になるだろう。

　しかし、いつもならば鬱陶しい季節も、今年はほんの少しだけ楽しみだった。

「お待たせしました」

　駅前の改札口で待っていた春馬に声をかけると、彼は嬉しそうに顔を上げた。

「お疲れ様です。丁度今着いたところですよ」

　紺のスーツに身を包む春馬は、美しい佇まいで周囲の視線を集めている。

「すみません、帰り際に課長に捕まっちゃって」

「イベントの準備、進んでいますか？」

「はい、もうばっちりです！　と、言いたいところなんですけど。ちょっとトラブルがあって」

「大丈夫ですか？」

「はい！　なんとかします！　明日から頑張ります！」

「頑張って下さい。彩乃さんならきっとできますよ」

「あっ……」

　春馬はそっと、彩乃の右手を握りしめた。

「では、行きましょうか」

「はい……」

　六本木の雑踏の中を、春馬は彩乃の手を引きながら歩いていく。

　アフターファイブの夜の時間が、これから始まる。






　予約されたレストランは、人気の展望台レストランだった。

　夜景を見ながらいただくフレンチは、どれも繊細で美しく、皿の上で輝く宝石のようだ。

「彩乃さん、乾杯」

　ワイングラスを掲げながら、春馬は穏やかな声で囁いた。

「綺麗なレストランですね」

「大切な人ができたら、一緒に来たいと思っていたんです」

「春馬さん……」

　春馬のくれる言葉が、胸の中を熱くする。

　なんだか照れくさくて、彩乃は皿の上に盛られたトマトのカルパッチョを口に運んだ。

「……おいしい」

　爽やかなトマトの酸味と甘夏のソースが絡み合い、ほたての貝柱がいいアクセントになっている。

「甘夏のソースか……そういう発想はありませんでした。これは、次回家でもチャレンジしてみたいですね」

　まじまじとソースに混じった粒を見つめながら、春馬は真剣な顔で観察を続けている。

「春馬さんて、お料理すごく上手ですよね。この前の朝ご飯も、すごくおいしかったです」

「ひとり暮らしが長いだけです。彩乃さんのだし巻き玉子もすごくおいしかったですよ。俺は甘いものしか作らないので、新しい発見でした」

　春馬は、嬉しそうに彩乃が焼いた玉子焼きを褒めてくれている。

　早退したあの次の朝、テーブルには和食中心の朝食が並んでいた。

　春馬が作った油揚げとネギと大根のお味噌汁、ふきの煮物、鮭の塩焼き。そこに、彩乃が作った玉子焼きと野菜ジュースが並んでいる。

　白米を口に運びながら、彩乃の顔には自然と笑みが浮かんでいた。

　穏やかな朝を迎えながら、彩乃は改めて今後のことについて考えた。

「少し、考える時間を下さい」

　そう告げた彩乃に、春馬はただ黙って頷いた。

　あれから一週間。話があると呼び出した彩乃のために、用意されたのがこのレストランだった。

　活きオマール海老のオーブン焼きを口に運びながら、春馬は今日会社であった出来事など当たり障りない話題をふってくれる。

「ここは、野菜がおいしいですね。メインは子羊の煮込みですよ」

「楽しみです」

　静かにフォークを進める春馬の気遣いが、優しく染み込んでくる。

　空になった白い皿が下げられるのを見計らい、彩乃は息を整えた。

「春馬さん、見ていただきたいものがあります」

　その言葉に、春馬は背筋を正し真剣な面持ちで彩乃の目を見つめた。

　彩乃はバッグからクリアファイルを取り出すと、それをテーブルの上に置いた。

「これは……」

「今朝、貸金庫から出して来ました」

　そこに並べられたのは、すべての始まり。結婚の契約書と、ダミー用の婚姻届だった。

　彩乃は春馬の視線がクリアファイルに向けられたのを確認すると、中に入った紙類を縦に引き裂いた。

　びりり、と大きな音が響き、一瞬レストラン内の視線がこちらのテーブルに集まったのを彩乃は背中で感じた。

　しかし、そんな注目よりも彩乃にとって大切なのは、春馬の反応だった。

　春馬は、じっと引き裂かれた紙片を見ている。それは、まったく表情の読めない目だった。

「春馬さん、私は契約を破棄します」

「やっぱり、そうですよね……」

　春馬の声が、寂しげに響く。

　その音に、彩乃は慌てて首を横に振った。

「あっ！　あの、違うんです！　そうじゃなくて！」

　彩乃は、慌ててクリアファイルの中に残った紙を取り出した。

　一枚の薄い紙が、テーブルクロスの上に置かれる。

「これは……」

　春馬はそれを手に取ると、まじまじと見つめた。

「新しい、婚姻届です」

　まだ何も書かれていない紙を前に、春馬は困惑の表情を浮かべている。

　彩乃は破った紙をクリアファイルに押し込むと、しっかりと春馬を見据えて唇を開いた。

「契約を破棄して、最初からやり直したいんです。春馬さんの、恋人にしてくれませんか？」

　春馬は驚いたように顔を上げ、彩乃をまじまじと見つめた。

　妙が言った。春馬は自分の人生を、自分で切り開くことができる人だと。そして、自分もそうありたいと彩乃は思った。これが、彩乃の出した結論だった。

　真剣に見つめ返す彩乃の頬は、桃色に染まっている。

　一生分の勇気を振り絞る言葉に、春馬はようやく彼女の言葉を整理し、微笑みを返した。

「……驚きました。もう、これで終わりにして欲しいという話かと」

「すみません。紛らわしいことをして。でも、きちんとけじめをつけたかったんです。春馬さんともう一度きちんと向き合うには、こうするしか方法が思い浮かばなくて」

「責めていませんよ。どうやら、俺たちは同じことを考えていたみたいですね」

「えっ……？」

　春馬はそう言い、ジャケットの内ポケットから小さな箱を取り出した。

　濃い青の小さな箱を、春馬は彩乃の前に差し出す。

「これ……」

「開けてみて下さい」

　彩乃は恐る恐る箱を手に取ると、ひと呼吸おき、蓋を開けた。

「わあ……」

　思わずため息が漏れるほどの、ダイヤモンドがそこにあった。

　親指の爪ほどの大きさのダイヤが、プラチナの台の上できらきらと輝いている。

　それはダイヤモンドの指輪だった。

「貸して下さい」

　春馬はひょいと箱を取り上げると、もう片方の掌を上に向けて彩乃の前に差し出した。

　彩乃は一瞬躊躇ったが、そっと左手を差し出した。

　白い薬指に、冷たいプラチナが触れる。

　するすると滑る指輪がぴったりとはめ込まれ、春馬は手を離した。

「これ、私に……？」

　煌めくダイヤモンドを見つめながら、彩乃は指先が自分のものではなくなったような気持ちになった。

「もし、契約を解除しようと言われたら、改めてプロポーズするつもりだったんです。先を越されてしまいましたね」

　柔らかな微笑みを返しながら、春馬は満足そうに微笑んだ。

「向井彩乃さん。俺と、結婚して下さい」

　返事をしようと、彩乃は唇を開いた。

　けれど、言葉が声になる前に、彩乃の頬を涙が伝った。

　あたたかな喜びの涙が、彩乃の頬を濡らしていた。






　シティホテルの部屋に着くなり、春馬は彩乃の唇を奪った。

「んっ……」

　扉が閉まり切るより早く重ねられた唇に、彩乃は舌を絡ませながら春馬の肩を抱き寄せる。

　ヒールを片方ずつ脱ぎ捨てている間に、春馬の指が彩乃のシャツのボタンを外していく。

「ホテルまで用意してるなんて、思ってもみなかった」

　囁きながらキスを交わし、言葉の合間にため息が漏れる。

「本当は、ここに誘ってプロポーズしようと思っていたんです」

「それ、なんかちょっとやらしいです」

「ご存知ありませんでしたか？　俺は、こう見えて結構やらしい男なんですよ」

「ンッ……」

　春馬のキスにかき消され、彩乃の身体がベッドの上に押し倒される。

「知ってます」

　冗談交じりに見上げた男は、投げるように眼鏡をサイドボードの上に外した。

　ネクタイを引き抜き、男の身体が覆い被さる。

「初めてのキスですね」

　春馬が、感慨深げにぽつりと零した。

「初めて……？」

　もうキスは数え切れないくらいしたのに、春馬は不思議な言葉を口にした。

　目を大きく見開く彩乃の頬に、春馬はそっと掌で触れる。

「本物の婚約者になって、初めてのキスですね」

「……はい」

「大好きです、彩乃さん」

「私もです。春馬さん」

　ふたりは目を見つめ合い、そして小さく笑った。

　窓の外に煌めく夜景は、出会った時のようにまばゆく宝石のように輝く。

　それでも、今彩乃の左手を飾るひと粒のダイヤの煌めきの前では、霞んで見えた。それは、新たな契約の証。本物の婚約指輪だ。

　嘘から始まった関係は、本物の恋に変わった。

　相変わらず、眼鏡の上司は優しくて、今日からは最高の婚約者で、最愛の人になるという喜びに彩乃は溺れるように口づけを交わした。
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